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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】二相ゲル組成物であって、エステル化合物とポ
リマー化合物との混合物を含む組成物を提供する。
【解決手段】二相ゲル組成物は、エステル化合物と三ブ
ロックコポリマー、スターポリマー、ラジアルポリマー
、多ブロックコポリマーおよびそれらの組合せから成る
群から選択されるポリマー化合物混合物とを含むゲル化
エステル組成物と、疎水性、非極性溶媒との混合によっ
て得られる。ゲル化エステルは、粘度η１を有し、溶媒
は、粘度η２を有する。二相ゲル組成物は、実質的にリ
ン酸エステル化合物を含まず、η１以上で、η２以上の
粘度ηを有する。二相ゲル組成物を用いて、多様な固体
、液体および／または気体を懸濁させることができる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　二相ゲル組成物であって、エステル化合物と三ブロックコポリマー、スターポリマー、
ラジアルポリマー、多ブロックコポリマーおよびそれらの組合せから成る群から選択され
るポリマー化合物との混合物を含む、粘度η１を有するゲル化エステル組成物；および粘
度η２を有する疎水性、非極性溶媒；を含み、実質的にリン酸エステル化合物を含まず、
η１以上で、η２以上の粘度ηを有する二相ゲル組成物。
【請求項２】
　二相ゲル組成物が、η１とη２の合計以上の粘度を有する、請求項１に記載の二相ゲル
組成物。
【請求項３】
　二ブロックコポリマーをさらに含み、ゲル化エステル組成物が鉱物油を実質的に含まな
い、請求項１に記載の二相ゲル組成物。
【請求項４】
　エステル化合物が、以下の式：
【化１】

および

【化２】

（式中、ｎ＝１、２、３および４であり、Ｒ１は、水素、ヒドロカルビル、フェニル、メ
トキシフェニル、アルキルフェニル、置換アルキル、および置換フェニルを含み；Ｒ２は
、水素、ヒドロカルビル、フェニル、メトキシフェニル、アルキルフェニル、置換アルキ
ル、置換フェニル、アルキレン、フェニレン、置換アルキレン、および置換フェニレンを
含む）によって表される、請求項１に記載の二相ゲル組成物。
【請求項５】
　エステル化合物が、以下の式：
【化３】

（式中、Ｒ１は、水素、ヒドロカルビル、フェニル、メトキシフェニル、アルキルフェニ
ル、置換アルキル、および置換フェニルを含み、Ｒ３は、アルキレン、フェニレン、置換
アルキレン、または置換フェニレンを含む）によって表される、請求項１に記載の二相ゲ
ル組成物。
【請求項６】
　エステル化合物が、以下の式：
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【化４】

（式中、Ｒ４、Ｒ５およびＲ６は、アルキレン、フェニレン、置換アルキレン、または置
換フェニレンを個別に含み、Ｒ７、Ｒ８およびＲ９は、水素、ヒドロカルビル、フェニル
、メトキシフェニル、アルキルフェニル、置換アルキル、および置換フェニルを個別に含
む）によって表される、請求項１に記載の二相ゲル組成物。
【請求項７】
　エステル化合物が、ミリスチン酸イソプロピル、パルミチン酸イソプロピル、安息香酸
Ｃ１２～Ｃ１５アルキル、メトキシ桂皮酸オクチル、ネオペンタン酸オクチルドデシル、
ジカプリル酸／カプリン酸プロピレングリコール、ホホバ油、およびネオペンタン酸イソ
ステアリルから成る群から選択される、請求項１に記載のゲル組成物。
【請求項８】
　二ブロックコポリマーが、スチレン－エチレン／プロピレンコポリマー、スチレン－エ
チレン／ブタジエンコポリマー、スチレン－イソプレンコポリマー、スチレン－ブタジエ
ンコポリマー、およびそれらの混合物から成る群から選択される、請求項３に記載のゲル
組成物。
【請求項９】
　三ブロックコポリマーが、スチレン－エチレン／プロピレン－スチレンコポリマー、ス
チレン－エチレン／ブタジエン－スチレンコポリマー、スチレン－イソプレン－スチレン
コポリマー、およびスチレン－ブタジエン－スチレンコポリマー、ならびにそれらの混合
物から成る群から選択される、請求項１に記載のゲル組成物。
【請求項１０】
　溶媒が、油、白色鉱物油、基油、工業用鉱物油、合成炭化水素、固体炭化水素、蝋、石
油蒸留物、およびそれらの組合せから成る群から選択される、請求項１に記載のゲル組成
物。
【請求項１１】
　ゲル化エステル組成物が、二相ゲル組成物の約５重量％～約９５重量％の量で存在する
、請求項１に記載のゲル組成物。
【請求項１２】
　ゲル化エステル組成物が、二相ゲル組成物の約１０重量％～約４０重量％の量で存在す
る、請求項１に記載のゲル組成物。
【請求項１３】
　溶媒が、二相ゲル組成物の約５重量％～約９５重量％の量で存在する、請求項１に記載
のゲル組成物。
【請求項１４】
　溶媒が、二相ゲル組成物の約６０重量％～約９０重量％の量で存在する、請求項１に記
載のゲル組成物。
【請求項１５】
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　懸濁成分をさらに含む、請求項１に記載のゲル組成物。
【請求項１６】
　懸濁成分が、有機物質、無機物質、有機金属材料、燐光物質、および蛍光物質から成る
群から選択される固体である、請求項１５に記載のゲル組成物。
【請求項１７】
　懸濁成分が、酸化亜鉛、被覆酸化亜鉛、表面処理酸化亜鉛、二酸化チタン、被覆二酸化
チタン、表面処理二酸化チタン、グラファイト、爆発性物質、空気感応性化学物質、感湿
性化学物質、窒化ホウ素、酸化鉄、タルク、マイカ、プラスチック、ポリマー、シリカ、
二酸化珪素、酸化アルミニウム、金属粒子、抗菌物質、抗生物質、麻酔剤、ガラス、クレ
ー、ガム、有効成分を収容するカプセル、デンプン、加工デンプン、芳香剤、着色顔料、
日焼け止め活性粒子、光輝顔料、酸化モリブデン、硫化亜鉛、銅ドープ硫化亜鉛、農薬、
除草薬、殺菌剤、殺虫剤、可塑剤、医療用材料、抗微生物物質、抗真菌物質、他のカプセ
ル化材料、およびそれらの組合せから成る群から選択される固体である、請求項１５に記
載のゲル組成物。
【請求項１８】
　懸濁成分が、水、水溶性物質を含有する水、グリセリン、プロピレングリコール、ブチ
レングリコール、アルコール、酸、界面活性剤、乳化剤、ポリグリセロール、エーテル、
極性エステル、フッ素化化合物、過フルオロポリエーテル、シリコーン、珪素含有化合物
、およびそれらの組合せから成る群から選択される液体である、請求項１５に記載のゲル
組成物。
【請求項１９】
　懸濁成分が、水素、塩化物、空気、窒素、酸素、二酸化炭素、プロパン、ネオン、ヘリ
ウム、およびそれらの組合せから成る群から選択される気体である、請求項１５に記載の
ゲル組成物。
【請求項２０】
　有効成分をさらに含む、請求項１に記載のゲル組成物。
【請求項２１】
　有効成分が、日焼け止め剤、制汗剤、脱臭薬、香料、化粧品、皮膚軟化薬、防虫剤、農
薬、除草薬、殺菌剤、可塑剤、殺虫剤、および薬物から成る群から選択される、請求項２
０に記載のゲル組成物。
【請求項２２】
　ゲル化エーテル組成物、ゲル化アルコール組成物、ゲル化天然脂肪および油組成物、お
よびそれらの組合せから成る群から選択される組成物であって、エーテル化合物、アルコ
ール化合物、またはゲル化天然脂肪および油組成物と、二ブロックコポリマー、三ブロッ
クコポリマー、スターポリマー、ラジアルポリマー、多ブロックコポリマー、およびそれ
らの組合せから成る群から選択されるポリマー化合物との混合物を含み、粘度η１を有す
るゲル組成物；および粘度η２を有する疎水性、非極性溶媒；を含み、η１以上で、η２

以上の粘度ηを有する二相ゲル組成物。
【請求項２３】
　二相ゲル組成物が、実質的にη１とη２の合計以上の粘度を有する、請求項２２に記載
の二相ゲル組成物。
【請求項２４】
　アルコールが、オクチルドデカノールまたはイソステアリルアルコールを含む、請求項
２２に記載の二相ゲル組成物。
【請求項２５】
　エーテルが、ジカプリリルエーテルまたはメトキシ桂皮酸オクチルを含む、請求項２２
に記載の二相ゲル組成物。
【請求項２６】
　天然脂肪および油が、アマニ油、ダイズ油、ヒマワリ種子油、トウモロコシ油、ゴマ油
、オリーブ油、ヒマシ油、ヤシ油、パーム油、ラッカセイ油、ホホバ油、およびマカダミ
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アナッツ油を含む、請求項２２に記載の二相ゲル組成物。
【請求項２７】
　溶媒が、油、白色鉱物油、基油、工業用鉱物油、合成炭化水素、固体炭化水素、蝋、石
油蒸留物、およびそれらの組合せから成る群から選択される、請求項２２に記載の二相ゲ
ル組成物。
【請求項２８】
　ゲル化組成物が、二相ゲル組成物の約５重量％～約９５重量％の量で存在する、請求項
２２に記載の二相ゲル組成物。
【請求項２９】
　ゲル化組成物が、二相ゲル組成物の約１０重量％～約４０重量％の量で存在する、請求
項２２に記載の二相ゲル組成物。
【請求項３０】
　溶媒が、二相ゲル組成物の約５重量％～約９５重量％の量で存在する、請求項２２に記
載の二相ゲル組成物。
【請求項３１】
　溶媒が、二相ゲル組成物の約６０重量％～約９０重量％の量で存在する、請求項２２に
記載の二相ゲル組成物。
【請求項３２】
　懸濁成分をさらに含む、請求項２２に記載の二相ゲル組成物。
【請求項３３】
　懸濁成分が、有機物質、無機物質、有機金属材料、燐光物質、および蛍光物質から成る
群から選択される固体である、請求項３２に記載の二相ゲル組成物。
【請求項３４】
　懸濁成分が、酸化亜鉛、被覆酸化亜鉛、表面処理酸化亜鉛、二酸化チタン、被覆二酸化
チタン、表面処理二酸化チタン、グラファイト、爆発性物質、空気感応性化学物質、感湿
性化学物質、窒化ホウ素、酸化鉄、タルク、マイカ、プラスチック、ポリマー、シリカ、
二酸化珪素、酸化アルミニウム、金属粒子、抗菌物質、抗生物質、麻酔剤、ガラス、クレ
ー、ガム、有効成分を収容するカプセル、デンプン、加工デンプン、芳香剤、着色顔料、
日焼け止め活性粒子、光輝顔料、酸化モリブデン、硫化亜鉛、銅ドープ硫化亜鉛、農薬、
除草薬、殺菌剤、殺虫剤、可塑剤、医療用材料、抗微生物物質、抗真菌物質、他のカプセ
ル化材料、およびそれらの組合せから成る群から選択される固体である、請求項３２に記
載の二相ゲル組成物。
【請求項３５】
　懸濁成分が、水、水溶性物質を含有する水、グリセリン、プロピレングリコール、ブチ
レングリコール、アルコール、酸、界面活性剤、乳化剤、ポリグリセロール、エーテル、
極性エステル、フッ素化化合物、過フルオロポリエーテル、シリコーン、珪素含有化合物
、およびそれらの組合せから成る群から選択される液体である、請求項３２に記載の二相
ゲル組成物。
【請求項３６】
　懸濁成分が、水素、塩化物、空気、窒素、酸素、二酸化炭素、プロパン、ネオン、ヘリ
ウム、およびそれらの組合せから成る群から選択される気体である、請求項３２に記載の
二相ゲル組成物。
【請求項３７】
　有効成分をさらに含む、請求項１に記載の二相ゲル組成物。
【請求項３８】
　有効成分が、日焼け止め剤、制汗剤、脱臭薬、香料、化粧品、皮膚軟化薬、防虫剤、農
薬、除草薬、殺菌剤、可塑剤、殺虫剤、および薬物から成る群から選択される、請求項３
７に記載の二相ゲル組成物。
【請求項３９】
　ゲル化組成物の粘度を増大させる方法であって、ゲル化エステル組成物、ゲル化エーテ
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ル組成物、ゲル化アルコール組成物、ゲル化天然脂肪および油組成物、またはそれらの組
合せから成る群から選択されるゲル化組成物を疎水性、非極性溶媒と混合して、混合物を
生成するステップと；混合物を加熱するステップと；混合物が均質になるまで混合物を攪
拌するステップと；および混合物を冷却して、ゲル化組成物の粘度以上で、溶媒の粘度以
上の粘度を有する二相ゲル組成物を生成するステップとを含む、方法。
【請求項４０】
　ゲル化組成物の粘度を増大させる方法であって、ゲル化エステル組成物、ゲル化エーテ
ル組成物、ゲル化アルコール組成物、ゲル化天然脂肪および油組成物、またはそれらの組
合せから成る群から選択されるゲル化組成物を加熱するステップと；加熱したゲル化組成
物を疎水性、非極性溶媒と混合して、混合物を生成するステップと；混合物が均質になる
まで混合物を攪拌するステップと；および混合物を冷却して、ゲル化組成物の粘度以上で
、溶媒の粘度以上の粘度を有する二相ゲル組成物を生成するステップとを含む、方法。
【請求項４１】
　ゲル化組成物の粘度を増大させる方法であって、疎水性、非極性溶媒を加熱するステッ
プと；加熱した溶媒をゲル化エステル組成物、ゲル化エーテル組成物、ゲル化アルコール
組成物、ゲル化天然脂肪および油組成物、またはそれらの組合せから成る群から選択され
るゲル化組成物と混合して、混合物を生成するステップと；混合物が均質になるまで混合
物を攪拌するステップと；および混合物を冷却して、ゲル化組成物の粘度以上で、溶媒の
粘度以上の粘度を有する二相ゲル組成物を生成するステップとを含む、方法。
【請求項４２】
　ゲル化組成物の粘度を増大させる方法であって、疎水性、非極性溶媒を加熱するステッ
プと；別途、ゲル化エステル組成物、ゲル化エーテル組成物、ゲル化アルコール組成物、
ゲル化天然脂肪および油組成物、またはそれらの組合せから成る群から選択されるゲル化
組成物を加熱するステップと；加熱した溶媒を加熱したゲル組成物と混合して、混合物を
生成するステップと；混合物が均質になるまで混合物を攪拌するステップと；および混合
物を冷却して、ゲル化組成物の粘度以上で、溶媒の粘度以上の粘度を有する二相ゲル組成
物を生成するステップとを含む、方法。
【請求項４３】
　ゲル化組成物の粘度を増大させる方法であって、ゲル化エステル組成物、ゲル化エーテ
ル組成物、ゲル化アルコール組成物、ゲル化天然脂肪および油組成物、またはそれらの組
合せから成る群から選択されるゲル化組成物を疎水性、非極性溶媒と混合して二相ゲル組
成物を形成するステップを含み、二相ゲル組成物は、ゲル化組成物の粘度以上で、溶媒の
粘度以上の粘度を有する、方法。
【請求項４４】
　二相ゲル組成物が、実質的にゲル化組成物の粘度以上で、実質的に溶媒の粘度以上の粘
度を有する、請求項４３に記載の方法。
【請求項４５】
　二相ゲル組成物が、実質的にゲル化組成物と溶媒の粘度の合計以上の粘度を有する、請
求項４３に記載の方法。
【請求項４６】
　ゲル化エステル組成物が、エステル化合物と三ブロックコポリマー、スターポリマー、
ラジアルポリマー、多ブロックコポリマー、およびそれらの組合せから成る群から選択さ
れるポリマー化合物との混合物を含む、請求項４３に記載の方法。
【請求項４７】
　ゲル化エーテル組成物が、エーテル化合物と二ブロックコポリマー、三ブロックコポリ
マー、スターポリマー、ラジアルポリマー、多ブロックコポリマー、およびそれらの組合
せから成る群から選択されるポリマー化合物との混合物を含む、請求項４３に記載の方法
。
【請求項４８】
　ゲル化アルコール組成物が、アルコール化合物と二ブロックコポリマー、三ブロックコ
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ポリマー、スターポリマー、ラジアルポリマー、多ブロックコポリマー、およびそれらの
組合せから成る群から選択されるポリマー化合物との混合物を含む、請求項４３に記載の
方法。
【請求項４９】
　ゲル化天然脂肪および油組成物が、天然脂肪および油化合物と二ブロックコポリマー、
三ブロックコポリマー、スターポリマー、ラジアルポリマー、多ブロックコポリマー、お
よびそれらの組合せから成る群から選択されるポリマー化合物との混合物を含む、請求項
４３に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【発明の詳細な説明】
【０００１】
［関連出願の記載］
　本特許出願は、以前出願された「ゲル組成物」と題するＬｉｎ　Ｌｕ、Ｊａｃｋ　Ｃｕ
ｎｎｉｎｇｈａｍ，Ｊｒ．およびＤｖｉｄ　Ｓ．Ｍｏｒｒｉｓｏｎの名で１９９８年１０
月２９日に出願の米国特許仮出願番号６０／１０６，０９４に対して優先権を主張する、
「ゲル組成物」と題する１９９９年１０月１８日出願の米国特許出願番号０９／４１９，
５７１の一部継続出願である。上述の出願の開示は参照により、それら全体が本出願に組
み込まれる。
【０００２】
［発明の属する技術分野］
　本発明は、ゲル化エステル組成物、ゲル化エーテル組成物、ゲル化アルコール組成物、
ゲル化天然脂肪および油組成物、またはそれらの組合せと溶媒との組合せであるゲル組成
物、ならびにゲル化エステル組成物、ゲル化エーテル組成物、ゲル化アルコール組成物、
ゲル化天然脂肪および油組成物の粘度を増大させる方法に関する。
【０００３】
［発明の背景］
　非常に多くのゲル組成物が当該技術分野において知られている。ゲル組成物は、化粧品
、健康と美容、ホームケア、および工業用途などの広範な用途に有用であることが証明さ
れている。
【０００４】
　ゲル組成物は、多様な化粧品および健康と美容用途に用いられてきた。一部のゲル組成
物は、多様な有効成分を皮膚に塗布するための使いやすく有効なビヒクルまたは担体であ
ることが証明されている。こうした有効成分には、日焼け止め、制汗剤、脱臭薬、香料、
化粧品、皮膚軟化薬、防虫剤、薬物などが挙げられる。ゲル組成物および完全にゲル組成
物から造られたものを配合する化粧品および健康と美容製品は、液体、軟質ゲル、半固体
、または固体の形態であることができる。中に溶解または分散した有効量の有効成分を含
有する液体、軟質ゲル、半固体、または固体を皮膚にすり込むことによって、そのゲル組
成物を皮膚表面に層状に移動させて、所望の皮膚表面上の層内に有効成分を残す。
【０００５】
　化粧品および健康と美容用途には、ゲル組成物は、好ましくは、以下の望ましい特性の
うち、一つ以上を有するべきである：透明性、有効成分との相溶性、有効成分の制御放出
、皮膚刺激の最小化、および着色顔料、光輝顔料、水、空気、金属酸化物、日焼け止め用
活性粒子、および芳香剤などの有機および無機物質を懸濁させる能力。例えば、日焼け止
め用途では、ゲルそれ自体が日焼け止め有効成分として作用することができれば望ましく
、一方、化粧品用途では、ゲルが懸濁および制御放出特性を提供できると望ましい。さら
に、化粧品および健康と美容用途に用いられるゲル組成物は、皮膚に潤いを与え、水によ
る洗い流しに対して耐性を示さなければならないが、著しいシネレシスを有してはならな
い。
【０００６】
　ゲル組成物は、多様なホームケア用途にも用いられてきた。ホームケア用途には、ゲル
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組成物は、好ましくは、以下の望ましい特性のうち、一つ以上を提供すべきである：透明
性、有効成分との相溶性、有効成分の制御放出、および着色顔料、光輝顔料、水、金属酸
化物、芳香剤およびこれらに類するものなどの有機および無機物質を懸濁させる能力。例
えば、エアフレッシュナー用途において重要な特性は、制御放出および粘度である。
【０００７】
　加えて、ゲル組成物は、多様な工業用途に用いられてきた。工業用途には、ゲル組成物
は、好ましくは、以下の望ましい特性のうち、一つ以上を提供すべきである：懸濁、防湿
性、レオロジー、レオロジーの制御、溶解力、有効または揮発成分の制御放出、湿潤、自
己乳化、透明性、有効成分との相溶性など。例えば、塗料工業において重要な特性は、懸
濁および制御放出であり、一方、エマルジョン爆薬での重要な特性は、懸濁およびレオロ
ジーの制御である。
【０００８】
　ゲル組成物は、典型的にはゲル化すべき一つ以上の化合物をゲル化剤と混合することに
よって製造する。次に、ゲル組成物に比較的低粘度の溶媒を混合または添加すると、得ら
れるゲル組成物は、もとのゲル組成物の粘度より低い粘度を有するであろうことが予想さ
れる。しかし、多くの化粧品および健康と美容、ホームケア、および工業用途では、ゲル
組成物に溶媒を添加または混合して、増大した粘度を有する最終ゲル組成物を生じること
が望ましいであろう。
【０００９】
　例えば、ドリリング用途では、懸濁させ、表面にポンピングするために油が必要である
。低粘度のゲル組成物は、油を懸濁させることができない可能性があるため、ドリリング
用途に用いるゲル組成物の粘度を増大させることができることは望ましい。また、エマル
ジョン爆薬用途では、低粘度のゲル組成物は、気体中に保持してデトネーションを回避す
ることができない可能性があるため、エマルジョン爆薬に用いるゲル組成物の粘度を増大
させることができることが望ましい。また、例として、井戸などの地下構造のドリリング
、形成および処理では、多くの場合、ゲル組成物は、比較的低い初期粘度を有し、そして
処理すべき坑内または地下構造内に配置されると増大した粘度を有することが望ましく、
またはその必要がある。
【００１０】
　故に、低粘度溶媒と混合した時、ゲル組成物の粘度を増大させる方法を探究する必要が
ある。エステル、エーテル、アルコール、および植物油を含有するゲル組成物は、ゲル化
鉱物油またはゲル化炭化水素より一般的ではない。故に、ゲル化エステル、ゲル化エーテ
ル、ゲル化アルコール、およびゲル化天然脂肪および油組成物の粘度を増大させる方法を
探究する必要もある。
【００１１】
［発明の要約］
　本発明は、以下の態様の一つ以上において、上述の必要性にかなう。一つの態様におい
て、本発明は、本明細書中において二相ゲル組成物と呼ぶゲル組成物に関する。二相ゲル
組成物は、少なくとも二つの成分の組合せである。第一成分は、ゲル化エステル組成物、
ゲル化エーテル組成物、ゲル化アルコール組成物、ゲル化天然脂肪および油組成物、また
はそれらの組合せである。第二成分は、疎水性、非極性溶媒である。第一成分と第二成分
の混合によって得られる二相ゲル組成物は、二相ゲル組成物を製造するために単独で、ま
たは組合せて用いられる個々の成分の濃度以上の粘度を有する。
【００１２】
　二相ゲル組成物が、実質的にリン酸エステル化合物を含まない実施形態もあるが、これ
らの化合物の一つ以上が存在する実施形態もある。同様に、二相ゲル組成物が、実質的に
いかなる酸化防止剤も含まない実施形態もあるが、二相ゲル組成物が、一つ以上の酸化防
止剤を含有する実施形態もある。本発明の一部の実施形態において、二相ゲル組成物は、
任意に追加成分を含むことができる。追加成分が、懸濁成分である実施形態もあれば、追
加成分が、有効成分である実施形態もある。
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【００１３】
　もう一つの態様において、本発明は、ゲル組成物の粘度を増大させる方法に関する。本
方法には、（ａ）ゲル化エステル組成物、ゲル化エーテル組成物、ゲル化アルコール組成
物、ゲル化天然脂肪および油組成物、またはそれらの組合せを一つ以上の疎水性、非極性
溶媒と混合して、混合物を生成するステップと、（ｂ）混合物を加熱するステップと、（
ｃ）混合物が均質になるまで混合物を攪拌するステップと、および（ｄ）混合物を冷却し
て、二相ゲル組成物を生成するステップとが含まれる。得られる二相ゲル組成物は、二相
ゲル組成物を製造するために単独で、または組合せて用いられる個々の成分の粘度以上の
粘度を有する。
【００１４】
　なおもう一つの態様において、本発明は、ゲル組成物の粘度を増大させる方法に関する
。本方法には、（ａ）ゲル化エステル組成物、ゲル化エーテル組成物、ゲル化アルコール
組成物、ゲル化天然脂肪および油組成物、またはそれらの組合せを加熱するステップと、
（ｂ）加熱したゲル組成物を一つ以上の疎水性、非極性溶媒と混合して、混合物を生成す
るステップと、（ｃ）混合物が均質になるまで混合物を攪拌するステップと、および（ｄ
）混合物を冷却して、二相ゲル組成物を生成するステップとが含まれる。得られる二相ゲ
ル組成物は、二相ゲル組成物を製造するために単独で、または組合せて用いられる個々の
成分の粘度以上の粘度を有する。
【００１５】
　さらにもう一つの態様において、本発明は、ゲル組成物の粘度を増大させる方法に関す
る。本方法には、（ａ）一つ以上の疎水性、非極性溶媒を加熱するステップと、（ｂ）加
熱した溶媒をゲル化エステル組成物、ゲル化エーテル組成物、ゲル化アルコール組成物、
ゲル化天然脂肪および油組成物、またはそれらの組合せと混合して、混合物を生成するス
テップと、（ｃ）混合物が均質になるまで混合物を攪拌するステップと、および（ｄ）混
合物を冷却して、二相ゲル組成物を生成するステップとが含まれる。得られる二相ゲル組
成物は、二相ゲル組成物を製造するために単独で、または組合せて用いられる個々の成分
の粘度以上の粘度を有する。
【００１６】
　もう一つの態様において、本発明は、ゲル組成物の粘度を増大させる方法に関する。本
方法には、（ａ）一つ以上の疎水性、非極性溶媒を加熱するステップと、（ｂ）別途、ゲ
ル化エステル組成物、ゲル化エーテル組成物、ゲル化アルコール組成物、ゲル化天然脂肪
および油組成物、またはそれらの組合せを加熱するステップと、（ｃ）加熱した溶媒を加
熱したゲル組成物と混合して、混合物を生成するステップと、（ｄ）混合物が均質になる
まで混合物を攪拌するステップと、および（ｅ）混合物を冷却して、二相ゲル組成物を生
成するステップとが含まれる。得られる二相ゲル組成物は、二相ゲル組成物を製造するた
めに単独で、または組合せて用いられる個々の成分の粘度以上の粘度を有する。
【００１７】
　さらにもう一つの態様において、本発明は、ゲル組成物の粘度を増大させる方法に関す
る。本方法は、ゲル化エステル組成物、ゲル化エーテル組成物、ゲル化アルコール組成物
、ゲル化天然脂肪および油組成物、またはそれらの組合せを疎水性、非極性溶媒と混合し
て、二相ゲル組成物を生成するステップを含む。得られる二相ゲル組成物は、二相ゲル組
成物を製造するために単独で、または組合せて用いられる個々の成分の粘度以上の粘度を
有する。
【００１８】
　本発明の実施形態の性質および利点は、以下の説明を以って明らかとなる。
【００１９】
［発明の実施の形態］
　本発明の実施形態は、一部、比較的低粘度のゲル化組成物に比較的低粘度の溶媒を混合
または添加して、本明細書中で二相ゲル組成物と呼ぶ、二相ゲル組成物を製造するために
単独でまたは組合せて用いられる個々の成分の粘度以上の粘度を有するゲル組成物を実現
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することができるという知見に基づく。二相ゲル組成物は、少なくとも二つの成分の組合
せである。第一成分は、ゲル化エステル組成物、ゲル化エーテル組成物、ゲル化アルコー
ル組成物、ゲル化天然脂肪および油組成物、またはそれらの組合せである。第二成分は、
比較的疎水性で非極性の溶媒である。
【００２０】
　二相ゲル組成物は、第一成分（すなわち、ゲル化エステル組成物、ゲル化エーテル組成
物、ゲル化アルコール組成物、ゲル化天然脂肪および油組成物、またはそれらの組合せ）
、第二成分（溶媒）、および第一成分と第二成分合計の粘度以上の粘度を有する。一部の
実施形態では、二相ゲル組成物が、有意に第一成分、第二成分および／または第一成分と
第二成分合計の粘度よりわずかに大きいか等しい粘度を有する。他の実施形態では、二相
ゲル組成物の粘度が、各成分の粘度の合計より実質的に大きい。二相ゲル組成物は、液体
、固体、半固体、またはゲルの形態であることができる。二相ゲル組成物がゲルの形態で
ある場合、ゲルは、軟質ゲル、半固体ゲル、硬質ゲル、またはゴム状ゲルであることがで
きる。
【００２１】
　二相ゲル組成物が、実質的にリン酸エステル化合物を含まない実施形態もあるが、これ
らの化合物の一つ以上が存在する実施形態もある。同様に、実質的にいかなる酸化防止剤
も含まない二相ゲル組成物もあるが、一つ以上の酸化防止剤を含有する二相ゲル組成物も
ある。
【００２２】
　一定の実施形態では、二相ゲル組成物および二相ゲル組成物から製造される製品は、半
透明であるか、曇っているか、または不透明であり、別の一定の実施形態では、二相ゲル
組成物および二相ゲル組成物から製造される製品は、透明であるかまたは実質的に透明で
ある。また、別の一定の実施形態では、二相ゲル組成物および二相ゲル組成物から製造さ
れる製品は、半透明である。二相ゲル組成物および二相ゲル組成物から製造される製品は
、各々、非常に多くの化粧品、健康と美容、ホームケア、および工業用途を有する。
【００２３】
　二相ゲル組成物は、任意に追加成分を含むことができる。二相ゲル組成物は、中に懸濁
させることができる成分に対する懸濁安定性および制御放出能力を提供する。一部の実施
形態において、二相ゲル組成物は、懸濁成分を追加して含むことができる。適する懸濁成
分の例には、二相ゲル組成物に分散し、その中で実質的に懸濁または均一に分散した状態
を保つ固体、非炭化水素液およびガスが挙げられるが、それらに限定されない。一部の実
施形態において、二相ゲル組成物は、有効成分を追加して含むことができる。適する有効
成分の例には、日焼け止め剤、制汗剤、脱臭薬、香料、化粧品、皮膚軟化薬、防虫剤、農
薬、除草薬、殺菌剤、可塑剤、殺虫剤、および薬物が挙げられるが、それらに限定されな
い。二相ゲル組成物に用いられる追加成分の量は、二相ゲル組成物が用いられる最終製品
に望まれる特性に依存する。
【００２４】
　本明細書で用いるゲルは、増粘液、半固体または固体の形態の液体および固体を含む二
相コロイド系を指す。ゲルは、絡み合ったポリマー鎖によって、または結合網目構造また
は不溶性領域の発達によって物理的に架橋しているか、あるいは液体が存在する状態で膨
潤はするが溶解はしないように共有結合によって化学的に架橋している組成物を指すこと
もできる。典型的に、ゲルは、ゲル化剤の使用によって得られる。本明細書中で用いる用
語「ゲル化剤」は、あらゆる適する液体、半固体、または固体材料に分散したポリマーを
指す。本明細書中で用いる用語「ポリマー」は、ホモポリマーとコポリマーの両方を含む
。ホモポリマーは、一つのタイプのモノマーを重合させることによって得られるポリマー
であり、これに対してコポリマーは、二つ以上のタイプのモノマーを重合させることによ
って得られるポリマーである。「ブロックコポリマー」は、同様のモノマー単位が比較的
長く、交互配列で鎖上に発生するコポリマーを指す。本明細書中で用いる用語「ゲル組成
物」は、適する液体、半固体、または固体材料に分散、溶解、または膨潤したゲル化剤を
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指す。
【００２５】
　本明細書中で用いる用語「二相ゲル組成物」は、一方の成分がゲル化成分であり、第二
の成分が溶媒である二成分系を指す。「二相ゲル組成物」という用語を用いたからといっ
て、ゲル組成物が二つの別の物理学的な相を有する必要があるということではない。本明
細書中で用いる用語「二相ゲル組成物」は、均質（すなわち、単相）であってもよい。一
部の実施形態では、二相ゲル組成物が、二相ゲル組成物を製造するために用いられる個々
の成分に分離して戻らない。他の実施形態では、二相ゲル組成物が、二、三、四またはそ
れ以上の相を有する。本明細書で用いる用語「不透明」は、媒質の分子集合体が光を通さ
ないような媒質の光学的状態を指す。従って、不透明媒質を通した光の伝達は、実質的に
はゼロに近い。一方、用語「透明」は、光が通り抜けることができ、そのためそれを通し
て対象物を見ることができる媒質の光学的状態を指す。本明細書中で用いる用語「透明」
には、不透明でないあらゆる光学的状態が含まれる。媒質は、小率の光しか通らなかった
としても、透明と考える。従って、透明ゲルおよび半透明ゲルは、透明と考える。
【００２６】
　ゲル化エステル、ゲル化エーテル、ゲル化アルコールまたはゲル化天然脂肪および油成
分は、二相ゲル組成物のためのポリマーの唯一の源である。この成分を「ゲルベース」、
「ゲル化ベース」、または「ゲル化成分」と呼ぶこともできる。本発明の実施形態では、
一つ以上のゲル化エステル、ゲル化エーテル、ゲル化アルコールまたはゲル化天然脂肪お
よび油成分を用いて、二相ゲル組成物を生成することができる。絶対的に必要ではないが
、ゲル化エステル、ゲル化エーテル、ゲル化アルコールまたはゲル化天然脂肪および油成
分は、比較的低粘度の比較的極性ポリマーの濃縮物であることが好ましい。一部の実施形
態において、ゲル化エステル、ゲル化エーテル、ゲル化アルコールまたはゲル化天然脂肪
および油成分は、室温で流体である。ゲル化エステル、ゲル化エーテル、ゲル化アルコー
ルまたはゲル化天然脂肪および油成分は、固相であってもよいが、取扱いが容易であるた
めにゲル組成物が液体または半固体の形態であることが好ましい。
【００２７】
　二相ゲル組成物に用いられるゲル化エステル、ゲル化エーテル、ゲル化アルコールまた
はゲル化天然脂肪および油成分の選択は、多様な因子に依存する。こうした因子には、粘
度などの二相ゲル組成物に望まれる特性、粘度、加工温度、混合能力、原料の妥当性、お
よびこれらに類するものなどの二相ゲル組成物を配合することができる最終製品に望まれ
る特性が挙げられるが、それらに限定されない。
【００２８】
　二相ゲル組成物中に存在するゲル化エステル、ゲル化エーテル、ゲル化アルコールまた
はゲル化天然脂肪および油成分の量は、粘度などの二相ゲル組成物に望まれる特性、なら
びに望ましい粘度、処理温度、混合能力、およびこれらに類するものなどの二相ゲル組成
物を配合することができる最終製品に望まれる特性に依存する。
【００２９】
　一部の実施形態では、少量のゲル化エステル、ゲル化エーテル、ゲル化アルコールまた
はゲル化天然脂肪および油成分を用いて、溶媒成分を増粘する。一部の実施形態において
、二相ゲル組成物中に存在するゲル化エステル、ゲル化エーテル、ゲル化アルコールまた
はゲル化天然脂肪および油成分の量は、二相ゲル組成物の約５重量％～約９５重量％の範
囲であり得る。他の実施形態において、ゲル化エステル、ゲル化エーテル、ゲル化アルコ
ールまたはゲル化天然脂肪および油成分は、二相ゲル組成物の約５重量％～約６０重量％
の量で存在する。他の実施形態において、ゲル化エステル、ゲル化エーテル、ゲル化アル
コールまたはゲル化天然脂肪および油成分は、二相ゲル組成物の約１０重量％～約４０重
量％の量で存在する。さらに他の実施形態において、ゲル化エステル、ゲル化エーテル、
ゲル化アルコールまたはゲル化天然脂肪および油成分は、二相ゲル組成物の約２０重量％
～約４０重量％の量で存在する。
【００３０】
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　ゲル化エステル、ゲル化エーテル、ゲル化アルコールまたはゲル化天然脂肪および油組
成物およびこれらの組成物を製造するための方法は、１９９９年１０月１８日出願の米国
特許出願第０９／４１９，５７１号に詳細に記載されている。この特許は、本明細書中に
参照して組み入れる。一部の実施形態では、物理的な架橋によって三次元網目構造を形成
することができるブロックコポリマーをゲル化剤として用いて、ゲル化エステル、ゲル化
エーテル、ゲル化アルコールまたはゲル化天然脂肪および油組成物を生成する。適するブ
ロックコポリマーは、少なくとも一つの硬質ブロックと一つの弾性ブロックを含む。
【００３１】
　硬質ブロックは、典型的に、ポリスチレン、ポリエチレン、ポリ塩化ビニル、フェノー
ル樹脂などから成り；弾性ブロックは、エチレン／ブタジエンコポリマー、ポリイソプレ
ン、ポリブタジエン、エチレン／プロピレンコポリマー、エチレン－プロピレン／ジエン
コポリマーなどから成り得る。このように、適する二ブロックコポリマーには、スチレン
－エチレン／プロピレンコポリマー、スチレン－エチレン／ブタジエンコポリマー、スチ
レン－イソプレンコポリマー、スチレン－ブタジエンコポリマーおよびそれらの混合物が
挙げられるが、それらに限定されない。
【００３２】
　各ポリマー鎖は、両端に二つの硬質ブロックと弾性の中間ブロックとを含む。これが好
ましい三ブロック構造であるが、二つの弾性末端ブロックと硬質中間ブロックとを有する
三ブロックコポリマーを用いることもできる。適する三ブロックコポリマーには、スチレ
ン－エチレン／プロピレン－スチレンコポリマー、スチレン－エチレン／ブタジエン－ス
チレンコポリマー、スチレン－イソプレン－スチレンコポリマー、スチレン－ブタジエン
－スチレンコポリマーおよびそれらの混合物が挙げられるが、それらに限定されない。多
ブロックコポリマーは、追加の弾性ブロックおよび／または硬質ブロックを含むことを除
いて、二ブロックコポリマーまたは三ブロックコポリマーと類似している。
【００３３】
　直鎖構造に加えて、分枝鎖ホモポリマーまたはコポリマーを用いて、ゲル化エステル、
ゲル化エーテル、ゲル化アルコールまたはゲル化天然脂肪および油組成物を生成すること
もできる。適する分枝鎖ホモポリマーまたはコポリマーには、ラジアルポリマーおよびス
ターポリマーが挙げられるが、それらに限定されない。一つ以上の官能基が、前述のいず
れかのポリマー鎖にグラフトされていてもよい。言い換えると、上記いずれのポリマーも
グラフトによって変性することができる。グラフトに適する官能基は、望まれる特性に依
存する。例えば、一つ以上のエステル基、シラン基、珪素含有基、マレイン酸無水物基、
アクリルアミド基、および酸基をグラフトすることができる。グラフトに加えて、上記ポ
リマーをゲル化剤として用いる前に水素化して、不飽和を減少させることができる。
【００３４】
　ゲル化エステル組成物、ゲル化エーテル組成物、ゲル化アルコール組成物、およびゲル
化天然脂肪および油組成物を生成するために、非常に多くの市販ブロックコポリマーを用
いることができる。例えば、Ｋｒａｔｏｎ　ＣｏｍｐａｎｙからＫｒａｔｏｎ（登録商標
）という商品名で販売されている多様な等級のコポリマーをゲル化剤として用いて、ゲル
化エステル、ゲル化エーテル、ゲル化アルコールまたはゲル化天然脂肪および油組成物を
生成することができる。加えて、Ｄｅｘｃｏから入手できる商品名Ｖｅｃｔｏｒ（登録商
標）で、Ｋｕｒａｒａｙから商品名Ｓｅｐｔｏｎ（登録商標）で、Ａｓａｈｉから入手で
きる商品名Ｔｕｆｔｅｃ（登録商標）で、およびＧＩＲＳＡ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉａｓ　Ｎ
ｅｇｒｏｍｅｘ，Ｓ．Ａ．ｄｅ　Ｃ．Ｖ．（ＩＮＳＡ）から入手できる商品名Ｓｏｌｐｒ
ｅｎｅ（登録商標）で販売されているコポリマーをゲル化剤として用いて、ゲル化エステ
ル、ゲル化エーテル、ゲル化アルコールまたはゲル化天然脂肪および油組成物を生成する
こともできる。米国特許第５，２２１，５３４号、第５，５７８，０８９号、および第５
，８７９，６９４号は、本発明の実施形態に用いることができるブロックコポリマーを開
示している。これら三特許の開示は、それら全文を本明細書中に参照して組み入れる。ゲ
ル化エステル組成物、ゲル化エーテル組成物、ゲル化アルコール組成物またはゲル化天然
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脂肪および油組成物を生成するために用いることができる一部の市販ブロックコポリマー
を表１に記載する。それらに限定されないが、追加の適するブロックコポリマーには、ポ
リスチレン／ポリエステル、ポリエーテル／ポリアミド、ポリエーテル／ポリエステル、
ポリエステル／ポリアミド、ポリエーテル／ポリウレタン、ポリエステル／ポリウレタン
、ポリ（エチレンオキシド）／ポリ（ポリエチレンオキシド）、ナイロン／ゴム、および
ポリシロキサン／ポリカーボネートを挙げることができることにご留意されたい。
【００３５】
【表１】

【００３６】
　二相ゲル組成物に用いられるゲル化エステル組成物は、少なくとも二つの成分をゲル化
することによって得られる。第一成分は、エステル化合物である。第二成分は、三ブロッ
クコポリマー、スターポリマー、ラジアルポリマー、多ブロックコポリマー、またはそれ
らの組合せから成る群から選択されるポリマー化合物であることができる。任意に、ゲル
化エステル組成物は、一つ以上の二ブロックコポリマーをさらに含むことができる。二ブ
ロックコポリマーを三ブロックコポリマー、スターポリマー、ラジアルポリマー、および
多ブロックコポリマーのうちの一つと併用した時に得られるゲル組成物は、実質的に鉱物
油を含まない。ゲル化エステル組成物が、実質的にリン酸エステル化合物を含まない実施
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【００３７】
　本発明の実施形態では、ゲル化エステル組成物を得るためにあらゆるエステル化合物を
用いることができる。エステルは、一つ以上のカルボキシレート基：Ｒ－ＣＯＯ－（式中
、Ｒは、水素、ヒドロカルビル、フェニル、メトキシフェニル、アルキルフェニル、置換
アルキル、置換フェニル、または他の有機基である）を含む化合物と定義される。適する
エステルには、モノエステル、ジエステル、トリエステルなどが挙げられる。例えば、ゲ
ル化することができる、適するエステルの種類の一つは、以下の式：
【００３８】
【化１】

【００３９】
　および
【００４０】
【化２】

【００４１】
　（式中、ｎ＝１、２、３および４であり、Ｒ１は、水素、ヒドロカルビル、フェニル、
メトキシフェニル、アルキルフェニル、置換アルキル、および置換フェニルを含み；Ｒ２

は、水素、ヒドロカルビル、フェニル、メトキシフェニル、アルキルフェニル、置換アル
キル、置換フェニル、アルキレン、フェニレン、置換アルキレン、および置換フェニレン
などを含む）によって表される。Ｒ２に適する基は、ｎが１であるか、２であるか、３で
あるか、または４であるかによることにご留意されたい。
【００４２】
　ゲル化してゲル化エステル組成物を得ることができる、適するエステルのもう一つの種
類は、以下の式：
【００４３】
【化３】

【００４４】
　（式中、Ｒ３は、アルキレン、フェニレン、置換アルキレン、および置換フェニレンを
含む）によって表される。
【００４５】
　ゲル化してゲル化エステル組成物を得ることができる、適するエステルのさらにもう一
つの種類は、以下の式：
【００４６】
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【００４７】
　（式中、Ｒ４、Ｒ５およびＲ６は、アルキレン、フェニレン、置換アルキレン、および
置換フェニレンを個別に含み、Ｒ７、Ｒ８およびＲ９は、水素、ヒドロカルビル、フェニ
ル、メトキシフェニル、アルキルフェニル、置換アルキル、および置換フェニルを個別に
含む）によって表される。
【００４８】
　好ましいエステルおよびそれらの化学式を表２に記載する。
【００４９】
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【表３】

【００５１】
　他の適するエステルには、以下の化合物が挙げられるが、それらに限定されない：アセ
フィリンマンヌロン酸メチルシラノール；アセトアミノサロール；アセチル化ヒドロキシ
プロリン酸セチル；アセチル化ステアリン酸グリコール、アセチル化二ステアリン酸スク
ロース；エラスチン酸アセチルメチオニルメチルシラノール；クエン酸アセチルトリブチ
ル；クエン酸アセチルトリエチル；クエン酸アセチルトリヘキシル；モルッカアロイリチ
ン酸（Ａｌｅｕｒｉｔｅｓ　Ｍｏｌｕｃｃａｎａ）エチルエステル；アレスリン；カプロ
ン酸アリル；酢酸アミル；安息香酸アミル；サリチル酸アミル；ベヘン酸アラキジル；イ
ソステアリン酸アラキジルグリコール；プロピオン酸アラキジル；アスコルビン酸ジパル
ミチン酸エステル；アスコルビン酸パルミチン酸エステル；アスコルビン酸ステアリン酸
エステル；アスパルテーム；イソステアリン酸バチル；ステアリン酸バチル；豆パルミチ
ン酸エステル；蜜蝋ベヘニル；ベヘン酸ベヘニル；安息香酸ベヘニル；エルカ酸ベヘニル
；イソステアリン酸ベヘニル；蜜蝋ベヘニル／イソステアリル；１，２，４－ベンゼン三
酢酸エステル；ベンゾイン（アンソッコウノキ）ゴム；ベンゾキシキン；酢酸ベンジル；
安息香酸ベンジル；桂皮酸ベンジル；ヒアルロン酸ベンジル；ラルリン酸ベンジル；ニコ
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チン酸ベンジル；ベンジルパラベン；サリチル酸ベンジル；酢酸β－シトステリル；ルリ
ジサ（Ｂｒａｇｏ　Ｏｆｆｉｃｉｎａｌｉｓ）エチルエステル；酢酸ブトキシエチル；ニ
コチン酸ブトキシエチル；ステアリン酸ブトキシエチル；酢酸ブチル；アセチルリシノー
ル酸ブチル；安息香酸ブチル；フタル酸ブチルベンジル；酢酸２－ｔ－ブチルシクロヘキ
シル；ジカプリル酸／ジカプリン酸ブチレングリコール；モンタン酸ブチレングリコール
；エチレン／ＭＡコポリマーのブチルエステル；ＰＶＭ／ＭＡコポリマーのブチルエステ
ル；カプリン酸ブチルグルコシド；イソステアリン酸ブチル；乳酸ブチル；メタクリル酸
ブチル；ミリスチン酸ブチル；蜜蝋ブチルオクチル；安息香酸ブチルオクチル；カンデリ
ラ酸ブチルオクチル；オレイン酸ブチルオクチル；サリチル酸ブチルオクチル；オレイン
酸ブチル；ＰＡＢＡブチル；ブチルパラベン；グリコール酸ブチルフタリルブチル；ステ
アリン酸ブチル；チオグリコール酸ブチル；クエン酸ブチロイルトリヘキシル；Ｃ１８～
３６酸グリコールエステル；Ｃ１２～２０酸ＰＥＧ－８エステル；カフェイン安息香酸エ
ステル；パンテテインスルホン酸カルシウム；ステアロイル乳酸カルシウム；酢酸Ｃ１８
～２８アルキル；蜜蝋Ｃ１８～３８アルキル；蜜蝋Ｃ３０～５０アルキル；ベヘン酸Ｃ２
０～４０アルキル；Ｃ１８～３８アルキルＣ２４～５４酸エステル；リン酸Ｃ－８アルキ
ルエチル；ステアリン酸Ｃ１８～３８アルキルヒドロキシステアロイル；乳酸Ｃ１２～１
３アルキル；乳酸Ｃ１２～１５アルキル；オクタン酸Ｃ１２～１３アルキル；オクタン酸
Ｃ１２～１５アルキル；サリチル酸Ｃ１２～１５アルキル；ステアリン酸Ｃ１８～３６ア
ルキル；ステアリン酸Ｃ２０～４０アルキル；ステアリン酸Ｃ３０～５０アルキル；ステ
アリン酸Ｃ４０～６０アルキル；カプロイルエチルグルコシド；カプリロイルサリチル酸
；酪酸カプリリル；ヒマシ油安息香酸エステル；Ｃ１０～３０コレステロール／ラノステ
ロールエステル：酢酸セルロース；酢酸酪酸セルロース；酢酸プロピオン酸セルロース；
酢酸プロピオン酸カルボン酸セルロース；セテアレス（Ｃｅｔｅａｒｅｔｈ）－７ステア
リン酸エステル；ベヘン酸セテアリル；カンデリラ酸セテアリル；イソノナン酸セテアリ
ル；オクタン酸セテアリル；パルミチン酸セテアリル；ステアリン酸セテアリル；酢酸セ
チル；アセチルリシノール酸セチル；カプリル酸セチル；セチルＣ１２～１５－パレス（
Ｐａｒｅｔｈ）－９カルボン酸エステル；イソステアリン酸セチルグリコール；イソノナ
ン酸セチル；乳酸セチル；ラウリン酸セチル；ミリスチン酸セチル；オクタン酸セチル；
オレイン酸セチル；パルミチン酸セチル；ＰＣＡセチル；セチルＰＰＧ－２イソデセス（
Ｉｓｏｄｅｃｅｔｈ）－７カルボン酸エステル；リシノール酸セチル；リシノール酸安息
香酸セチル；ステアリン酸セチル；イソステアリン酸Ｃ１６～２０グリコール；イソステ
アリン酸Ｃ２０～３０グリコール；パルミチン酸Ｃ１４～１６グリコール；イソステアリ
ン酸キミル；ステアリン酸キミル；クロロゲン酸；酢酸コレステロール；ラウロイルグル
タミン酸コレステロール／ベヘニル／オクチルドデシル；酪酸コレステロール；ジクロロ
安息香酸コレステロール；ヒドロキシステアリン酸コレステロール；イソステアリン酸コ
レステロール；炭酸コレステロールイソステアリル；コレステロールラノレート（Ｌａｎ
ｏｌａｔｅ）；コレステロールマカダミアート（Ｍａｃａｄａｍｉａｔｅ）；ノナン酸コ
レステロール；ラウロイルグルタミン酸コレステロール／オクチルドデシル；オレイン酸
コレステロール；ステアリン酸コレステロール；酢酸シンナミル；シノキセート；酢酸シ
トロネリル；ココ－カプリレート／カプレート；ココ－レイプシードエート（Ｒａｐｅｓ
ｅｅｄａｔｅ）；ココイルエチルグルコシド；銅ＰＣＡメチルシラノール；ハシバミ（Ｃ
ｏｒｙｌｕｓ　Ａｖｅｌｌａｎｎａ）エチルエステル；Ｃ１２～１５パレス－９水素化タ
ローエート（Ｔａｌｌｏｗａｔｅ）；Ｃ１１～１５パレス－３オレイン酸エステル；Ｃ１
２～１５パレス－１２オレイン酸エステル；Ｃ１１～１５パレス－３ステアリン酸エステ
ル；Ｃ１１～１５パレス－１２ステアリン酸エステル；イソステアリン酸デシル；ミリス
チン酸デシル；オレイン酸デシル；コハク酸デシル；ジラウリン酸ＤＥＤＭヒダントイン
；ベヘン酸デキストリン；ラウリン酸デキストリン；ミリスチン酸デキストリン；パルミ
チン酸デキストリン；ステアリン酸デキストリン；ジアセチン；アジピン酸ジブチル；シ
ュウ酸ジブチル；フタル酸ジブチル；セバシン酸ジブチル；アジピン酸ジ－Ｃ１２～１５
アルキル；フマル酸ジ－Ｃ１２～１５アルキル；リンゴ酸ジ－Ｃ１２～１３アルキル；酒
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石酸ジ－Ｃ１２～１３アルキル；酒石酸ジ－Ｃ１４～１５アルキル；アジピン酸ジカプリ
ル；マレイン酸ジカプリリル；ジリノール酸ジセテアリルダイマー；アジピン酸ジセチル
；チオジプロピオン酸ジセチル；クエン酸ジココイルペンタエリスリトールジステアリル
；コハク酸ジエトキシエチル；アセチルアスパラギン酸ジエチル；ジエチルアミノエチル
ココエート；ジエチルアミノエチルＰＥＧ－５ココエート；ジエチルアミノエチルＰＥＧ
－５ラウレート；ステアリン酸ジエチルアミノエチル；アスパラギン酸ジエチル；安息香
酸ジエチレングリコール；ジイソノナン酸ジエチレングリコール；ジオクタン酸ジエチレ
ングリコール；ジオクタン酸／ジイソノナン酸ジエチレングリコール；グルタミン酸ジエ
チル；シュウ酸ジエチル；アスパラギン酸ジエチルパルミトイル；フタル酸ジエチル；セ
バシン酸ジエチル；コハク酸ジエチル；トリオレイン酸ジガロイル；ステアリン酸リンゴ
酸ジクリセリル；アジピン酸ジヘキシル；グルタミン酸ジヘキシルデシルラウロリル；ベ
ヘン酸ジヒドロアビエチル；メタクリル酸ジヒドロアビエチル；酪酸ジヒドロコレステロ
ール；イソステアリン酸ジヒドロコレステロール；ジヒドロコレステロールマカダミアー
ト；ノナン酸ジヒドロコレステロール；オクチルデカン酸ジヒドロコレステロール；オレ
イン酸ジヒドロコレステロール；二水素化メソ硫酸パルモイルヒドロキシエチルモニウム
；二水素化タローフタル酸エステル；オクチルデカン酸ジヒドロフィトステリル；オレイ
ン酸ジヒドロエチルアミノヒドロキシプロピル；ジオレイン酸ジヒドロキシエチルダイズ
アミン；アジピン酸ジイソブチル；シュウ酸ジイソブチル；アジピン酸ジイソセチル；ア
ジピン酸ジイソデシル；アジピン酸ジイソプロピル；ジリノール酸ジイソプロピルダイマ
ー；桂皮酸ジイソプロピルメチル；シュウ酸ジイソプロピル；セバシン酸ジイソプロピル
；塩化ジイソステアラミドプロピルエポキシプロピルモニウム；シロキシケイ酸ジイソス
テアロイルトリメチロールプロパン；アジピン酸ジイソステアリル；ジリノール酸ジイソ
ステアリルダイマー；フマル酸ジイソステアリル；グルタル酸ジイソステアリル；ジイソ
ステアリルＭａｌａｔｅ；ジラウレス（ｌａｕｒｅｔｈ）－７クエン酸エステル；チオジ
プロピオン酸ジラウリル；酢酸ジメチコーンコポリオール；アジピン酸ジメチコーンコポ
リオール；ジメチコーンコポリオールアモンドエート（Ａｌｍｏｎｄａｔｅ）；蜜蝋ジメ
チコーンコポリオール；ベヘン酸ジメチコーンコポリオール；安息香酸ジメチコーンコポ
リオール；ジメチコーンコポリオールボラジエート（Ｂｏｒａｇｅａｔｅ）；ジメチコー
ンコポリオールカカオバターレート（Ｂｕｔｔｅｒａｔｅ）；ジメチコーンコポリオール
デュパ（Ｄｈｕｐａ）バターレート；ヒドロキシステアリン酸ジメチコーンコポリオール
；イソステアリン酸ジメチコーンコポリオール；ジメチコーンコポリオールコカムバター
レート；乳酸ジメチコーンコポリオール；ラウリン酸ジメチコーンコポリオール；ジメチ
コーンコポリオールマンゴーバターレート；ジメチコーンコポリオールメドウフォームエ
ート（Ｍｅｄｏｗｆｏａｍａｔｅ）；ジメチコーンコポリオールマーワバターレート；ク
エン酸ジメチコーンコポリオールオクチルドデシル；ジメチコーンコポリオールオリーブ
エート（Ｏｌｉｖａｔｅ）；フタル酸ジメチコーンコポリオール；ジメチコーンコポリオ
ールサラバターレート；ジメチコーンコポリオールシアバターレート；ステアリン酸ジメ
チコーンコポリオール；ウンデシレン酸ジメチコーンコポリオール；蜜蝋ジメチコノール
；ヘベン酸ジメチコノール；ジメチコノールボラジエート；ジメチコノールデュパバター
レート；ジメチコノールフルオロアルコールジリノール酸；ヒドロキシステアリン酸ジメ
チコノール；ジメチコノールモワバターレート；イソステアリン酸ジメチコノール；ジメ
チコノールコカムバターレート；乳酸ジメチコノール；ジメチコノールマーワバターレー
ト；ジメチコノールサラバターレート；ステアリン酸ジメチコノール；アジピン酸ジメチ
ル；メタクリル酸ジメチルアミノエチル；ブラシル酸ジメチル；シスチン酸ジメチル；グ
ルタル酸ジメチル；マレイン酸ジメチル；シュウ酸ジメチル；フタル酸ジメチル；コハク
酸ジメチル；酒石酸ジミリスチル；チオジプロピオン酸ジミリスチル；ジノノキシノール
（ｎｏｎｏｘｙｎｏｌ）－９クエン酸エステル；アジピン酸ジオクチル；ジオクチルブタ
ミドトリアゾン；ジリノール酸ジオクチルダイマー；ジオクチルドデセス（ｏｃｔｙｌｄ
ｏｄｅｃｅｔｈ）－２ラウロイルグルタミン酸エステル；アジピン酸ジオクチルドデシル
；ジリノール酸ジオクチルドデシルダイマー；ドデカン二酸ジオクチルドデシル；クエン
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酸ジオクチルドデシルフルオロヘプチル；ラウロイルグルタミン酸ジオクチルドデシル；
ジリノール酸ジオクチルドデシルステアロイルダイマー；グルタミン酸ジオクチルドデシ
ルステアロイル；フマル酸ジオクチル；リンゴ酸ジオクチル；マレイン酸ジオクチル；フ
タル酸ジオクチル；セバシン酸ジオクチル；コハク酸ジオクチル；メソ硫酸ジオレオイル
エデトールモニウム；ジパルミトイルヒドロキシプロリン；ヘキサカプリル酸／ヘキサカ
プリン酸ジペンタエリスリトール；ヘキサヘプタン酸／ヘキサカプリル酸／ヘキサカプリ
ン酸ジペンタエリスリトール；ヘキサヒドロキシステアリン酸ジペンタエリスリトール；
ヘキサヒドロキシステアリン酸／ステアリン酸／ロジン酸ジペンタエリスリトール；ヘキ
サオクタン酸／ベヘン酸ジペンタエリスリトール；ペンタヒドロキシステアリン酸／イソ
ステアリン酸ジペンタエリスリトール；ジフェニルカルボメトキシアセトキシナフトピラ
ン；アジピン酸ジプロピル；カプリル酸ジプロピレングリコール；二安息香酸ジプロピレ
ングリコール；サリチル酸ジプロピレングリコール；シュウ酸ジプロピル；ラウレス－７
クエン酸エステル・二ナトリウム塩；ＰＥＧ－５ラウリルクエン酸スルホコハク酸エステ
ル・二ナトリウム；ＰＥＧ－８リシノコハク酸エステル・二ナトリウム塩；グリシルレチ
ン
酸スクシノイル・二ナトリウム塩；２－スルホラウリン酸二ナトリウム；ジステアレス（
ｓｔｅａｒｅｔｈ）－２ラウロイルグルタミン酸エステル；ジステアレス－５ラウロイル
グルタミン酸エステル；チオジプリピオン酸ジステアリル；メソ硫酸ジタローイルエチル
ヒドロキシエチルモニウム；アジピン酸ジトリデシル；ジリノール酸ジトリデシルダイマ
ー；チオジプロピオン酸ジトリデシル；没食子酸ドデシル；アラキジン酸エルシル；エル
カ酸エルシル；オレイン酸エルシル；エチオダイズドオイル；酢酸エトキシジグリコール
；酢酸エトキシエタノール；酢酸エチル；エチルアモンドエート；エチルアプリコットカ
ーネルエート（Ａｐｒｉｃｏｔ　Ｋｅｒｎｅｌａｔｅ）；アラキドン酸エチル；アスパラ
ギン酸エチル；エチルアボカドエート（Ａｖｏｃａｄａｔｅ）；安息香酸エチル；ビオチ
ン酸エチル；ブチルアセチラミノプロピオン酸エチル；桂皮酸エチル；シアノアクリル酸
エチル；プロピオン酸エチルシコヘキシル；ＰＡＢＡエチルジヒドロキシプロピル；ジイ
ソプロピル桂皮酸ジエチル；ブラシル酸エチレン；炭酸エチレン；動物性タンパク質水解
物のエチルエステル；ケラチン水解物のエチルエステル；シルク水解物のエチルエステル
；ＰＶＭ／ＭＡコポリマーのエチルエステル；フェルラ酸エチル；グルタミン酸エチル；
イソステアリン酸エチル；乳酸エチル；ラルリン酸エチル；リノール酸エチル；リノレイ
ン酸エチル；メタクリル酸エチル；メトキ桂皮酸エチル；メチルフェニルグリシド酸エチ
ル；エチルミンクエート（Ｍｉｎｋａｔｅ）；モルイン酸エチル；ミリスチ酸エチル；ニ
コチン酸エチル；オレイン酸エチル；エチルオリーブエート；ＰＡＢＡエチル；パルミチ
ン酸エチル；エチルパラベン；ＰＣＡエチル；ペラルゴン酸エチル；エチルパーシアエー
ト（Ｐｅｒｓｅａｔｅ）；フェニル酢酸エチル；リシノール酸エチル；エチルセリンエー
ト；ステアリン酸エチル；チオグリコール酸エチル；ウロカニン酸エチル；エチルウイー
トジャームエート（Ｗｈｅａｔ　Ｇｅｒｍａｔｅ）；エチルキシメニネート；エトクリレ
ン；酢酸フラネシル；ガラクトノラクトン；ガルバヌム（Ｆｅｒｕｌａ　Ｇａｌｂａｎｉ
ｆｌｕａ）油；γ－ノナラクトン；酢酸ゲラニル；グルカロラクトン；グルタミン酸グル
コース；五酢酸グルコース；グルクロノラクトン；グリセレス（Ｇｌｙｃｅｒｅｔｈ）－
７安息香酸エステル；グリセレス－７ジイソノナン酸エステル；グリセレス－８ヒドロキ
システアリン酸エステル；グリセレス－５乳酸エステル；グリセレス－２５　ＰＣＡイソ
ステアリン酸エステル；グリセレス－７三酢酸エステル；ヒドロキシステアリン酸グリセ
リルトリアセチル；リシノール酸グリセリルトリアセチル；ステアリン酸グリコールアミ
ン；モンタン酸グリコール／ブチレングリコール；グリコールカテアレート；ジベヘン酸
グリコール；ジラウリン酸グリコール；ジオクタン酸グリコール；ジオレイン酸グリコー
ル；ジステアリン酸グリコール；グリコールタローエート；ヒドロキシステアリン酸グリ
コール；モンタン酸グリコール；オクタン酸グリコール；オレイン酸グリコール；パルミ
チン酸グリコール；リシノール酸グリコール；サリチル酸グリコール；ステアリン酸グリ
コール；ステアリン酸グリコールＳＥ；ステアリン酸グリシレチニル；イソステアリン酸
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ヘキサコシルグリコール；蜜蝋ヘキサンジオール；ジステアリン酸ヘキサンジオール；蜜
蝋ヘキサントリオール；安息香酸ヘキシルデシル；コラーゲン水解物のヘキシデシルエス
テル；イソステアリン酸ヘキシルデシル；ラウリン酸ヘキシルデシル；オクタン酸ヘキシ
ルデシル；オレイン酸ヘキシルデシル；パルミチン酸ヘキシルデシル；ステアリン酸ヘキ
シルデシル；サリチル酸ヘキシルドデシル；イソステアリン酸ヘキシル；ラルリン酸ヘキ
シル；ニコチン酸ヘキシル；ホモサラート；水素化ヒマシ油ヒドロキシステアリン酸エス
テル；水素化ヒマシ油イソステアリン酸エステル；水素化ヒマシ油ラウリン酸エステル；
水素化ヒマシ油ステアリン酸エステル；水素化ヒマシ油トリイソステアリン酸エステル；
水素化アビチエン酸メチル；水素化ロジン；ヒドロキノンＰＣＡ；イソステアリン酸ヒド
ロキシセチル；ヒドロキシステアリン酸ヒドロキシオクタコサニル；ヘキサ－ＰＣＡイノ
シトール；ブチルカルバミン酸ヨードプロピニル；酢酸イソアミル；ラウリン酸イソアミ
ル；ｐ－メトキシ桂皮酸イソアミル；酢酸イソブチル；イソブチル化ラノリン油；安息香
酸イソブチル；ミリスチン酸イソブチル；パルミチン酸イソブチル；イソブチルパラベン
；ペラルゴン酸イソブチル；ステアリン酸イソブチル；イソブチルタローエート；イソセ
テアレス－８ステアレート；イソセテス（Ｉｓｏｃｅｔｅｔｈ）－１０ステアリン酸エス
テル；ベヘン酸イソセチル；イソデカン酸イソセチル；イソステアリン酸イソセチル；ラ
ルリン酸イソセチル；ステアリン酸イソセチルリノレオイル；ミリスチン酸イソセチル；
オクタン酸イソセチル；パルミチン酸イソセチル；サリチル酸イソセチル；ステアリン酸
イソセチル；ステアリン酸イソセチルステアロイル；イソデセス－２ココエート；クエン
酸イソデシル；イソデシルココエート；ヒドロキシステアリン酸イソデシル；イソノナン
酸イソデシル；ラウリン酸イソデシル；ミリスチン酸イソデシル；ネオペンタン酸イソデ
シル；オクタン酸イソデシル；オレイン酸イソデシル；パルミチン酸イソデシル；イソデ
シルパラベン；サリチル酸イソデシル；ステアリン酸イソデシル；ラウリン酸イソヘキシ
ル；ネオペンタン酸イソヘキシル；パルミチン酸イソヘキシル；ベヘン酸イソラルリル；
異性化ホホバ油；フェルラ酸イソノニル；チオグリコール酸イソオクチル；酢酸イソプロ
ピル；アルキジン酸イソプロピル；イソプロピルアボカドエート；ベヘン酸イソプロピル
；安息香酸イソプロピル；サリチル酸イソプロピルベンジル；クエン酸イソプロピル；イ
ソプロピルＣ１２～１５－パレス－９カルボン酸エステル；ヒドロキシステアリン酸イソ
プロピル；イソステアリン酸イソプロピル；イソプロピルホホバエート（Ｊｏｊｏｂａｔ
ｅ）；イソプロピルラノレート；ラウリン酸イソプリピル；リノール酸イソプロピル；ミ
リスチン酸イソプロピル；オレイン酸イソプロピル；イソプロピルパラベン；イソプロピ
ルＰＰＧ－２－イソデセス－７カルボン酸エステル；リシノール酸イソプロピル；ソルビ
ン酸イソプロピル；ステアリン酸イソプロピル；イソプロピルタローエート；チオグリコ
ール酸イソプロピル；ラウリン酸イソソルビド；イソステアレス－１０ステアリン酸エス
テル；イソステアリルアボカドエート；ベヘン酸イソステアリル；安息香酸イソステアリ
ル；エルカ酸イソステアリル；イソノナン酸イソステアリル；イソステアリン酸イソステ
アリル；ステアリン酸イソステアリルイソステアロイル；乳酸イソステアリル；ラウリン
酸イソステアリル；ミリスチン酸イソステアリル；ネオペンタン酸イソステアリル；オク
タン酸イソステアリル；パルミチン酸イソステアリル；ステアリン酸イソステアリルステ
アロイル；イソノナン酸イソトリデシル；ラウリン酸イソトリデシル；ミリスチン酸イソ
トリデシル；ホホバ（Ｂｕｘｕｓ　Ｃｈｉｎｅｎｓｉｓ）油；ホホバエステル；麹酸ジパ
ルミチン酸エステル；ラネス（Ｌａｎｅｔｈ）－９酢酸エステル；ラネス－１０酢酸エス
テル；ラネス－４リン酸エステル；リノール酸ラノリン；リシノール酸ラノリン；ラウレ
ス－２酢酸エステル；ラウレス－２安息香酸エステル；ラウレス－６クエン酸エステル；
ラウレス－７クエン酸エステル；ラウレス－２オクタン酸エステル；ラウレス－７酒石酸
エステル；ラウロイルエチルグルコシド；ラウロイルラクチル酸；ベヘン酸ラウリル；ラ
ウリルココエート；イソステアリン酸ラウリル；乳酸ラウリル；メタクリル酸ラウリル；
ミリスチン酸ラウリル；オクタン酸ラウリル；オレイン酸ラウリル；パルミチン酸ラウリ
ル；ステアリン酸ラウリル；酢酸リナリル；乳酸リノレイル；マデカシコシド；ラウリン
酸マンニタン；オレイン酸マンニタン；酢酸メンチル；アントラニル酸メンチル；乳酸メ
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ンチル；ＰＣＡメンチル；サリチル酸メンチル；酢酸メトキシイソプロピル；メトキシ－
ＰＥＧ－７ルチニルスクシネート；酢酸メチル；アセチルリシノール酸メチル；アントア
ニル酸メチル；ベヘン酸メチル；安息香酸メチル；カプロン酸メチル；カプリル酸メチル
；カプリル酸／カプリン酸メチル；メチルココエート；６－メチルクマリン；デヒドロア
ビエチン酸メチル；ジヒドロアビエチン酸メチル；メチルジヒドロジャスモネート（ｊａ
ｓｍｏｎａｔｅ）；メチルグルセス（Ｇｌｕｃｅｔｈ）－２０安息香酸エステル；ジオレ
イン酸メチルグルコース；イソステアリン酸メチルグルコース；ラウリン酸メチルグルコ
ース；セスキカプリル酸／セスキカプリン酸メチルグルコース；メチルグルコースセスキ
ココエート；セスキイソステアリン酸メチルグルコース；セスキラウリン酸メチルグルコ
ース；セスキオレイン酸メチルグルコース；セスキステアリン酸メチルグルコース；グリ
シルリジン酸メチル；水素化ロジン酸メチル；ヒドロキシステアリン酸メチル；イソステ
アリン酸メチル；ラウリン酸メチル；リノール酸メチル；３－メチルレゾルシン酸メチル
；ミリスチン酸メチル；ニコチン酸メチル；オレイン酸メチル；メチルパームエート（Ｐ
ａｌｍａｔｅ）；パルミチン酸メチル；メチルパラベン；ペラルゴン酸メチル；リシノー
ル酸メチル；ロジン酸メチル；サリチル酸メチル；アセチルメチオン酸メチルシラノール
；メチルシラノールカルボキシメチルテオフィリン；アルギン酸メチルシラノールカルボ
キシメチルテオフィリン；メチルシラノールヒドロキシプロリン；アスパラギン酸メチル
シラノールヒドロキシプロリン；マンヌロン酸メチルシラノール；ＰＣＡメチルシラノー
ル；メチルソイエート（Ｓｏｙａｔｅ）；ステアリン酸メチル；チオグリコール酸メチル
；単糖類ラクテート縮合物；ミレス（Ｍｙｒｅｔｈ）－３カプリン酸エステル；ミレス－
３ラウリン酸エステル；ミレス－２ミリスチン酸エステル；ミレス－３ミリスチン酸エス
テル；ミレス－３オクタン酸エステル；ミレス－３パルミチン酸エステル；ミリストイル
エチルグルコシド；ミリストイルラクチル酸；イソステアリン酸ミリスチル；乳酸ミリス
チル；リグノセリン酸ミリスチル；ミリスチン酸ミリスチル；オクタン酸ミリスチル；プ
ロピオン酸ミリスチル；サリチル酸ミリスチル；ステアリン酸ミリスチル；ジカプロン酸
ネオペンチルグリコール；ジカプリル酸／ジカプリン酸ネオペンチルグリコール；ジカプ
リル酸／ジペラルゴン酸／ジカプリン酸ネオペンチルグリコール；ジヘプタン酸ネオペン
チルグリコール；ジイソステアリン酸ネオペンチルグリコール；ジラルリン酸ネオペンチ
ルグルコール；ジオクタン酸ネオペンチルグリコール；酢酸ノニル；酢酸ノピル；イソス
テアリン酸オクタコサニルグリコール；オクトクリレン；アセトキシステアリン酸オクチ
ル；安息香酸オクチル；カプリル酸／カプリン酸オクチル；オクチルココエート；オレイ
ン酸オクチルデシル；ベヘン酸オクチルドデシル；安息香酸オクチルドデシル；エルカ酸
オクチルドデシル；ヒドロキシステアリン酸オクチルドデシル；イソステアリン酸オクチ
ルドデシル；乳酸オクチルドデシル；リノール酸オクチルドデシル；オクチルドデシルメ
ドウフォームエート；ミリスチン酸オクチルドデシル；ネオデカン酸オクチルドデシル；
ネオペンタン酸オクチルドデシル；オクタン酸オクチルドデシル；オクチルドデカン酸オ
クチルドデシル；オレイン酸オクチルドデシル；オクチルドデシルオリーブエート；リシ
ノール酸オクチルドデシル；ステアリン酸オクチルドデシル；ステアリン酸オクチルドデ
シルステロイル；没食子酸オクチル；ヒドロキシステアリン酸オクチル；ヒドロキシステ
アリン酸オクチルベンゾエート；イソノナン酸オクチル；イソパルミチン酸オクチル；イ
ソステアリン酸オクチル；ラウリン酸オクチル；ステアリン酸オクチルリノレアイル；メ
トキシ桂皮酸オクチル；ミリスチン酸オクチル；ネオペンタン酸オクチル；オクタン酸オ
クチル；オレイン酸オクチル；パルミチン酸オクチル；ＰＣＡオクチル；ペラルゴン酸オ
ク
チル；サリチル酸オクチル；ステアリン酸オクチル；オレイルエチルグルコシド；オレス
（Ｏｌｅｔｈ）－２安息香酸エステル；酢酸オレイル；アラキジン酸オレイル；エルカ酸
オレイル；リン酸オレイルエチル；乳酸オレイル；オレイルラノレート；リノール酸オレ
イル；ミリスチン酸オレイル；オレイン酸オレイル；リン酸オレイル；ステアリン酸オレ
イル；オリザノール；オゾン化ホホバ油；パルミトイルカルニリン；パルミトイルイヌリ
ン；パルミトイルミリスチルセリンエート（Ｓｅｒｉｎａｔｅ）；パンテチン；酢酸パン
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テニルエチルエステル；三酢酸パンテニル；オレイン酸ＰＣＡグリセリル；エンドウパル
ミチン酸エステル；ヒマシ油ＰＥＧ－１８ジオレエート；ＰＥＧ－５　ＤＭＤＭヒダント
インオレエート；ＰＥＧ－５　ＤＭＤＭヒダントインステアレート；ＰＥＧ－３０ジポリ
ヒドロキシステアレート；ＰＥＧ－２０水素化ヒマシ油イソステアレート；ＰＥＧ－５０
水素化ヒマシ油イソステアレート；ＰＥＧ－２０水素化ヒマシ油トリイソステアレート；
ＰＥＧ－２０マンニタンラウレート；ＰＥＧ－２０メチルグルコースジステアレート；Ｐ
ＥＧ－８０メチルグルコースラウレート；ＰＥＧ－２０メチルグルコースセスキカプリレ
ート／セスキカプレート；ＰＥＧ－２０メチルグルコースセスキラウレート；ＰＥＧ－５
オレアミドジオレエート；ＰＥＧ－１５０ペンタエリスリトールテトラステアレート；Ｐ
ＥＧ－３／ＰＰＧ－２グリセリル／ソルビトールヒドロキシステアレート／イソステアレ
ート；ＰＥＧ－４プロリンリノレエート；ＰＥＧ－４プロリンリノレネート酸エステル；
ＰＥＧ－８プロピレングリコールココエート；ＰＥＧ－５５プロピレングリコールオレエ
ート；ＰＥＧ－２５プロピレングリコールステアレート；ＰＥＧ－７５プロピレングリコ
ールステアレート；ＰＥＧ－１２０プロピレングリコールステアレート；ＰＥＧ－４０ソ
ルビトールヘキサノエート；ＰＥＧ－５０ソルビトールヘキサノエート；ＰＥＧ－３０ソ
ルビトールテトラオレエートラウレート；ＰＥＧ－６０ソルビトールテトラステアレート
；ＰＥＧ－５トリカプリルシトレート；ＰＥＧ－５トリセチルシトレート；ＰＥＧ－５ト
リラウリルシトレート；ＰＥＧ－５トリメチロールプロパントリミリステート；ＰＥＧ－
５トリミリステートシトレート；ＰＥＧ－５トリステアレートシトレート；ＰＥＧ－６ウ
ンデシレネート；ペンタデカラシオン；ジオレイン酸ペンタエリスリトール；ジステアリ
ン酸ペンタエルスリトール；水素化ロジン酸ペンタエリスリトール；イソステアリン酸／
カプリン酸／カプリル酸／アジピン酸ペンタエリスリトール；ロジン酸ペンタエリスリト
ール；ステアリン酸ペンタエリスリトール；ステアリン酸／カプリン酸／カプリル酸／ア
ジピン酸ペンタエリスリトール；ステアリン酸／イソステアリン酸／アジピン酸／ヒドロ
キシステアリン酸ペンタエリスリトール；テトラアビエチン酸ペンタエリスリトール；四
酢酸ペンタエリスリトール；テトラベヘン酸ペンタエリスリトール；四安息香酸ペンタエ
リスリトール；テトラカプリル酸／テトラカプリン酸ペンタエリスリトール；ペンタエリ
スリトールテトラココエート；テトライソノナン酸ペンタエリスリトール；テトララウリ
ン酸ペンタエリスリトール；テトラミリスチン酸ペンタエリスリトール；テトラオクタン
酸ペンタエリスリトール；テトラオレイン酸ペンタエリスリトール；テトラペラルゴン酸
ペンタエリスリトール；テトラステアリン酸ペンタエリスリトール；トリオレイン酸ペン
タエリスリトール；酢酸フェネチル；フェノールフタレイン；フェノキシエチルパラベン
；安息香酸フェニル；フェニルパラベン；サリチル酸フェニル；フィロステリルマカダミ
アート；ポロキサマー１０５安息香酸エステル；ポロキサマー１８２安息香酸エステル；
ポリカプロラクトン；ポリメタクリル酸ジメチルアミノエチル；ポリアクリル酸エチル；
ポリグルタミン酸エチル；ポリメタクリル酸エチル；ポリアクリル酸メチル；ポリグルタ
ミン酸メチル；ポリソルベート８０酢酸エステル；ポリ酢酸ビニル；カリウムブチルパラ
ベン；デセス（Ｄｅｃｅｔｈ）－４リン酸カリウム；カリウムエチルパラベン；カリウム
メチルパラベン；カリウムプロピルパラベン；ＰＰＧ－２イソセレス－２０酢酸エステル
；ＰＰＧ－１４ラウレス－６０アルキルジカルバメート；ＰＰＧ－２０メチルグルコース
エーテルアセテート；ＰＰＧ－２０メチルグルコースエーテルジステアレート；ＰＰＧ－
２ミリスチルエーテルプロピオネート；ＰＰＧ－１４パルメス（Ｐａｌｍｅｔｈ）－６０
アルキルジカルバメート；ＰＰＧ－１５ステリルエーテルベンゾエート；酢酸プレグネノ
ロン；酢酸プロピル；安息香酸プロピル；炭酸プロピレン；アルギン酸プロピレングリコ
ール；ベヘン酸プロピレングリコール；カプリル酸プロピレングリコール；プロピレング
リコールセテス－３酢酸エステル；プロピレングリコールセテス－３プロピオン酸エステ
ル；クエン酸プロピレングリコール；プロピレングリコールココエート；ジカプリン酸プ
ロピレングリコール；ジカプロン酸プロピレングリコール；ジカプリル酸プロピレングリ
コール；プロピレングリコールジココエート；ジイソノナン酸プロピレングリコール；ジ
イソステアリン酸プロピレングリコール；ジラウリン酸プロピレングリコール；ジオクタ
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ン酸プロピレングリコール；ジオレイン酸プロピレングリコール；ジペラゴン酸プロピレ
ングリコール；ジステアリン酸プロピレングリコール；ジウンデカン酸プロピレングリコ
ール；ヒドロキシステアリン酸プロピレングリコール；プロピレングリコールイソセテス
－３アセテート；イソステアリン酸プロピレングリコール；ラウリン酸プロピレングリコ
ール；リノール酸プロピレングリコール；リノレイン酸プロピレングリコール；ミリスチ
ン酸プロピレングリコール；プロピレングリコールミリスチルエーテル酢酸エステル；オ
レイン酸プロピレングリコール；オレイン酸プロピレングリコールＳＥ；リシノール酸プ
ロピレングリコール；プロピレングリコールソイエート；ステアリン酸プロピレングリコ
ール；ステアリン酸プロピレングリコールＳＥ；没食子酸プロピル；プロピルパラベン；
ピリカルバート；ジカプリル酸ピリドキシン；ジラルリン酸ピリドキシン；ジオクテン酸
ピリドキシン；ジパルミチン酸ピリドキシン；グリシルレチン酸ピリドキシン；トリパル
ミチン酸ピリドキシン；ミリスチン酸ラフィノース；オレイン酸ラフィノース；酢酸レゾ
ルシノール；酢酸レチニル；リノール酸レチニル；パルミチン酸レチニル；プロピオン酸
レチニル；リボフラビン四酢酸エステル；リボノラクロン；アクリル酸ロジン；フチン酸
シロキサントリオール；マリアアザミ（Ｓｉｌｙｂｕｍ　Ｍａｒｉａｎｕｍ）エチルエス
テル；ベヘノイル乳酸ナトリウム；ナトリウムブチルパラベン；カプロイル乳酸ナトリウ
ム；ココイル乳酸ナトリウム；ジラウレス－７クエン酸ナトリウム；ナトリウムエチルパ
ラベン；エチル２－スルホラウリン酸ナトリウム；イソステロイル乳酸ナトリウム；ラウ
レス－７酒石酸ナトリウム；ラウロイル乳酸ナトリウム；ナトリウムメチルパラベン；メ
チル２－スルホラウリン酸ナトリウム；オレイル乳酸ナトリウム；パンテテインスルホン
酸ナトリウム；フチン酸ナトリウム；ナトリウムプロピルパラベン；ステロイル乳酸ナト
リウム；ソルベス（Ｓｏｒｂｅｔｈ）－２ココエート；ソルベス－６ヘキサステアリン酸
エステル；ソルベス－３イソステアリン酸エステル；酢酸ソルビトール；ダイズパルミチ
ン酸エステル；ダイズ酢酸ステロール；ＤＥＡ－ジステアリン酸ステアラミド；ＤＩＢＡ
－ステアリン酸ステアラミド；ＭＥＡ－ステアリン酸ステアラミド；ステアレス－５ステ
アリン酸エステル；ステアロイルラクチル；酢酸ステアリル；アセチルグルタミン酸ステ
アリル；蜜蝋ステアリル；ベヘン酸ステアリル；安息香酸ステアリル；カプリル酸ステア
リル；クエン酸ステアリル；エルカ酸ステアリル；イソステアリン酸ステアリルグリコー
ル；グリシルレチン酸ステアリル；ヘプタン酸ステアリル；乳酸ステアリル；リノール酸
ステアリル；オクタン酸ステアリル；ステアリン酸ステアリル；ステアリン酸ステアリル
ステロイル；蔗糖酢酸イソ酪酸エステル；蔗糖安息香酸エステル；蔗糖ココエート；蔗糖
ジラウリン酸エステル；蔗糖ジステアリン酸エステル；蔗糖ラウリン酸エステル；蔗糖ミ
リスチン酸エステル；蔗糖八酢酸エステル；蔗糖オレイン酸エステル；蔗糖パルミチン酸
エステル；蔗糖ポリベヘン酸エステル；蔗糖ポリコットンシードエート（Ｃｏｔｔｏｎｓ
ｅｅｄａｔｅ）；蔗糖ポリラウリン酸エステル；蔗糖ポリリノール酸エステル；蔗糖ポリ
パルミチン酸エステル；蔗糖ポリソイエート；蔗糖ポリステアリン酸エステル；蔗糖リシ
ノール酸エステル；蔗糖ステアリン酸エステル；蔗糖テトラステアリン酸三酢酸エステル
；蔗糖トリベヘン酸エステル；蔗糖トリステアリン酸エステル；タローイルエチルグルコ
シド；タンニン酸；乳酸ＴＥＡ－ラウロイル；テルメステイン；酢酸テルピネオール；ヒ
ドロキシ安息香酸テトラブチルフェニル；ステアリン酸テトラデシルエイコシル；アスコ
ルビン酸テトラヘキシルデシル；酢酸テトラヒドロフルフリル；リシノール酸テトラヒド
ロフルフリル；トコフェルソラン；酢酸トコフェロール；リノール酸トコフェロール；リ
ノール酸／オレイン酸トコフェロール；ニコチン酸トコフェロール；コハク酸トコフェロ
ール；クエン酸トリブチル；クエン酸トリ－Ｃ１２～１３アルキル；クエン酸トリ－Ｃ１
４～１５アルキル；クエン酸トリカプリリル；ベヘン酸トリデシル；トリデシルココエー
ト；エルカ酸トリデシル；イソノナン酸トリデシル；ラウリン酸トリデシル；ミリスチン
酸トリデシル；ネオペンタン酸トリデシル；オクタン酸トリデシル；ステアリン酸トリデ
シル；ステアリン酸トリデシルステアロイル；トリメリット酸トリデシル；クエン酸トリ
エチル；水素化ロジン酸トリエチレングリコール；クエン酸トリヘキシルデシル；クエン
酸トリイソセチル；クエン酸トリイソプロピル；トリリノール酸トリイソプロピル；クエ
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ン酸トリイソステアリル；トリリノール酸トリイソステアリル；トリラクチン；クエン酸
トリラウリル；トリカプリル酸／トリカプリン酸トリメチロールプロパン；トリメチロー
ルプロパントリココエート；トリラウリン酸トリメチロールプロパン；トリオクタン酸ト
リメチラールプロパン；トリステアリン酸トリメチロールプロパン；ジイソ酪酸トリメチ
ルペンタニル；クエン酸トリオクチル；ホウ酸トリオクチルドデシル；トリメリット酸ト
リクチル；クエン酸トリオレイル；トリＰＡＢＡパンテノール；クエン酸トリプロピレン
グリコール；クエン酸トリステアリル；リン酸トリステアリル；酢酸ビニル；および酵母
パルミチン酸エステル。
【００５２】
　二相ゲル組成物に用いられるゲル化エーテル組成物は、少なくとも二つの成分をゲル化
することによって得られる。第一成分はエーテル化合物である。第二成分は、二ブロック
コポリマー、三ブロックコポリマー、スターポリマー、ラジアルポリマー、多ブロックコ
ポリマー、またはそれらの組合せから成る群から選択されるポリマー化合物であることが
できる。一般に、エーテル化合物は、以下の式：
Ｒ－Ｏ－Ｒ’
（式中、ＲおよびＲ’は、個々に、ヒドロカルビル、フェニル、メトキシフェニル、アル
キルフェニル、置換アルキル、置換フェニルなどを含むが、それらに限定されない。）に
よって表される。好ましいエーテルには、ジカプリリルエーテルおよびメトキシ桂皮酸オ
クチルが挙げられるが、それらに限定されない。ジカプリリルエーテルは、以下の化学式
：
Ｃ８Ｈ１７－Ｏ－Ｃ８Ｈ１７

によって表される。
【００５３】
　他の適するエーテルには、以下の化合物が挙げられるが、それらに限定されない：アネ
トール；ｐ－アニス酸；バチルアルコール；イソステアリン酸バチル；ステアリン酸バチ
ル；ベンジルヘミホルマール；１，３－ビス－（２，４－ジアミノフェノキシ）プロパン
；酢酸ブトキシエチル；ニコチン酸ブトキシエチル；ステアリン酸ブトキシエチル；ブト
キシプロパノール；２－ｔ－ブチルシクロヘキシルオキシブタノール；ブチルグルコシド
；カプリン酸ブチルグルコシド；ブチルメトキシジベンゾイルメタン；カプリリル／カプ
リルグルコシド；カプサイシン；カルボキシメチルキチン；カルボキシメチルキトサンコ
ハク酸アミド；カルボキシメチルデキストラン；セテアリルグルコシド；セチルグリセリ
ルエーテル；セチル－ＰＧヒドロキシエチルデカンアミド；セチル－ＰＧヒドロキシエチ
ルパルミトアミド；キミルアルコール；イソステアリン酸キミル；ステアリン酸キミル；
クロルフェネシン；シノキセート；コカミドプロピルラウリルエーテル；コセス（Ｃｏｃ
ｅｔｈ）－４グルコシド；ココ－グルコシド；ジベンジリデンソルビトール；ジセシルエ
ーテル；ジクロロフェニルイミダゾイドジオキソラン；ジメチコーンコポリオールブチル
エーテル；ジメチコーンコポリオールエチルエーテル；ジメチコーンコポリオールメチル
エーテル；ジメチルヘキサヒドロナフチルジヒドロキシメチルアセタール；ジメチルイソ
ソルビド；ジオレイルトコフェリルメチルシラノール；ジオスミン；セチルフェニルエー
テル二スルホン酸二ナトリウム；デシルフェニルエーテル二スルホン酸二ナトリウム；ラ
ウリルフェニルエーテル二スルホン酸二ナトリウム；二デンプングリセリルエーテル；ジ
ステアリルエーテル；酢酸エトキシジグリコール；エトキシヘプチルビシクロオクタノン
；７－エチルビシクロオキサゾリジン；メトキシ桂皮酸エチル；メトキシフェニルグリシ
ッド酸エチル；エチルフェネチルアセタール；ユーカリプトール；オイゲノール；フェル
ラ酸；オクタン酸ジメトキシ桂皮酸グリセリル；グリコフロール；ヘキサメチルインダノ
ピラン；ヘキサミジン；ヘキサミジンジパラベン；ヘキサミジンパラベン；水素化エチル
ビシクロヘプタングアヤコール；ｐ－ヒドロキシアニソール；ヒドロキシデシルマルチト
ーツ；オレイン酸／ステアリン酸ヒドロキシエチルグリセリル；ヒドロキシエチルパルミ
チルオキシヒドロキシプロピルパルミトアミド；ヒドロキシエチルソルビトール；ヒドロ
キシメトキシベンジルペラルゴンアミド；リン酸ヒドロキシプロピルデンプン；ヒドロキ
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システアリルセチルエーテル；イソブチルメチルテトラヒドロピラノール；イソオイゲノ
ール；イソロンギフォーレンエポキシド；イソプロピルヒドロキシセチルエーテル；塩化
イソステアラミドプロピルエポキシプロピルジモニウム；イソステアリルグリセリルエー
テル；イソステアリルグリセリルペンタエリスリトールエーテル；ラウリルポリグリセリ
ル－６セテアリルグリコールエーテル；メラトニン；メントングリセリンアセタール；メ
トキシリンダン；酢酸メトキシイソプロピル；メトキシメチルブタノール；メトキシプロ
ピルグルコナアミド；メチラール；エチルオイゲノール；メチルヘキシルエーテル；アス
コルビン酸メチルシラノール；ミリスチル－ＰＧヒドロキシエチルデカンアミド；４－ニ
トログアヤコール；オクトキシグリセリン；ベヘン酸オクトキシグリセリル；パルミチン
酸オクトキシグリセリル；パルミチン酸オクチルグリセリル；オレイルグリセリルエーテ
ル；パンテニルエチルエーテル；パンテニルエチルエーテルアセテート；塩化パンテニル
ヒドロキシプロピルステアルジモニウム；ＰＥＧ－３　２，２－ジ－ｐ－フェニレンジア
ミン；ＰＥＧ－４ジタローエーテル；ＰＥＧ－１５０ペンタエリスリトールテトラステア
レート；ｐ－フェネチジン；フェノキシエタノール；フェノキシエチルパラベン；フェノ
キシイソプロパノール；ポリグリセリン－３；ポリグリセリン－４；ポリグリセリン－６
；ポリグリセリン－１０；ポリグリセリル－３セチルエーテル；ポリグリセリル－３デシ
ルテトラデシルエーテル；ポリグリセリル－３ヒドロキシラウリルエーテル；ポリグリセ
リル－２ラノリンアルコールエーテル；ポリグリセリル－４ラウリルエーテル；ポリグリ
セリル－２オレイルエーテル；ポリグリセリル－４オレイルエーテル；ポリグリセリルソ
ルビトール；ポリビニルメチルエーテル；ポリビニルステアリルエーテル；ＰＰＧ－９ジ
グリセリルエーテル；ＰＰＧ－１－ＰＰＧ－９ラウリルグリコールエーテル；プロピレン
グリコールミリスチルエーテル；カシン；シラントリオールトレハロースエーテル；ＴＥ
Ａ－ラウリルエーテル；テトラヒドロジフェルロイメタン；チオジグリコール；トリクロ
サン；トリエチレングリコール；トリヒドロキシパルミトアミドヒドロキシプロピルミリ
スチルエーテル；トリメトキシカプリリルシラン；トロキセルチン；およびユビキノン。
【００５４】
　二相ゲル組成物に用いられるゲル化アルコール組成物は、少なくとも二つの成分をゲル
化することによって得られる。第一成分は、アルコール化合物である。第二成分は、二ブ
ロックコポリマー、三ブロックコポリマー、スターポリマー、ラジアルポリマー、多ブロ
ックコポリマー、またはそれらの組合せから成る群から選択されるポリマー化合物である
ことができる。以下の式：
Ｒ－ＯＨ
（式中、Ｒは、あらゆる有機官能基を表し、これには、ヒドロカルビル、フェニル、メト
キシフェニル、アルキルフェニル、置換アルキル、置換フェニルなどが含まれるが、それ
らに限定されない）によって表されるようないずれのアルコールも、ゲル化してゲル化ア
ルコール組成物を得ることができる。好ましいアルコールには、イソステアリルアルコー
ルおよびオクチルドデカノールが挙げられるが、それらに限定されない。他の適するアル
コールには、以下の化合物が挙げられるが、それらに限定されない：アビエチルアルコー
ル；アラキジルアルコール；バチルアルコール；ベヘニルアルコール；ベンジルアルコー
ル；ビスヒドロキシエチルビスセチルマロンアミド；ボルネオール；２－ｔ－ブチルシク
ロヘキシルオキシブタノール；ブチルオクタノール；Ｃ９～１１アルコール；Ｃ１２～１
３アルコール；Ｃ１２～１５アルコール；Ｃ１２～１６アルコール；Ｃ１４～１５アルコ
ール；Ｃ２０～４０アルコール；Ｃ３０～５０アルコール；Ｃ４０～６０アルコール；ス
テアリン酸Ｃ１８～３８アルキルヒドロキシステアロイル；樟脳シクロヘキサノール；カ
プロイルスフィンゴシン；カプリル酸アルコール；カプリリルグリコール；ＣＤアルコー
ル１９；セラミド１；セラミド２；セラミド３；セラミド４；セラミド５；セラミド１Ａ
；セラミド６ＩＩ；セテアリルアルコール；セチルアルコール：セチルアラキドール；セ
チルグリコール；Ｃ９～１３フルオロアルコール；Ｃ１４～１８グリコール；Ｃ１５～１
８グリコール；Ｃ１８～３０グリコール；Ｃ２０～３０グリコール；キミルアルコール；
クロロフェネシン；コレカルシフェロール；コレステロール；桂皮アルコール；シトロネ
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ロール；ココナッツアルコール；デシルアルコール；デシルテトラデカノール；７－デヒ
ドロコレステロール；ジクロロベンジルアルコール；ジヒドロコレステロール；ジヒドロ
ラノステロール；ジヒドロキシアセトン；オレイン酸ジヒドロキシエチルアミノヒドロキ
シプロピル；２，６－ジメチル－７－オクテン－２－オール；ジメチルオクチンジオール
；ジメチルフェニルプロパノール；ドデシルヘキサデカノール；ドデシルテトラデカノー
ル；エルゴカルシフェロール；エチルヘキサンジオール；ファルネソール；ガラクトノー
ルアセトン；ゲラニオール；グリシルレチン酸；グリシルリジン酸；ヘプチルウンデカノ
ール；ヘキサコシルグリコール；３－ヘキセノール；ヘキシルアルコール；ヘキシルデカ
ノール；ヘキシルデシルオクタデカノール；ヘキシレングリコール；ヒトキチオール；ヒ
ドロアビエチルアルコール；水素化エチルビシクロネプラングアヤコール；水素化タロー
アルコール；グリシルヒジン酸塩水解物；ヒドロキシカプリン酸；ヒドロキシカプロイル
フィトスフィンゴシン；ヒドロキシカプリル酸；ヒドロキシカプリロイルフィトスフィン
ゴシン；ヒドロキシエチルパルミチルオキシヒドロキシプロピルパルミトアミド；ヒドロ
キシラウリン酸；ヒドロキシラウロイルフィトスフィンゴシン；ヒドロキシメチルジオキ
ソアザビシクロオクタン；ヒドロキシプロリン；ヒドロキシステアリルセチルエーテル；
ホホバアルコール；ラクトイルフィトスフィンゴシン；ラノリンアルコール；ラウリルア
ルコール；ラウリルグリコール；リナロオール；ｐ－メタン－７－オール；メントール；
メントングリセリンアセタール；３－メチルアミノ－４－ニトロフェノキシエタノール；
グリシルリジン酸メチル；メチルシラノールヒドロキシプロリン；ミリシルアルコール；
ミリスチルアルコール；ニコチニルアルコール；酒石酸ニコチニル；３－ニトロ－４－ア
ミノフェノキシエタノール；オクタコサニルグリコール；オクトキシグリセリン；ベヘン
酸オクトキシグリセリル；オクチルドデカノール；２－オエアミド－１，３－オクタデカ
ンジオール；オレイルアルコール；パームアルコール；パーム核アルコール；パルミトア
ミドヘキサデカンジオール；パンテノール；パンテニルエチルエーテル；塩化パンテニル
ヒドロキシプロピルステアルジモニウム；ペンタデシルアルコール；ペンチレングリコー
ル；フェネチルアルコール；フェノキシエタノール；フェノキシイソプロパノール；フェ
ニルイソヘキサノール；フェニルプロパノール；フィトスフィンゴシン；ポリビニルアル
コール；プロパンジオール；プロピルアルコール；プロピレングリコール；グリシルレチ
ン酸ピリドキシン；レンチノール；リボノラクトン；Ｎ－ステアロイル－ジヒドロスフィ
ンゴシン；ステアリルアルコール；ステアリルグリコール；タローアルコール；テルピネ
オール；テトラデシルエイコサノール；テトラデシルオクタデカノール；テトラヒドロフ
ルフリルアルコール；テトラメチルシクロペンテンブタノール；テトラメチルデシンジオ
ール；トリデシルアルコール；トリメチルヘキサノール；トロキセルチン；ウンデセス－
３；ウンデシレニルアルコール；およびウンデシルペンタデカノール。
【００５５】
　二相ゲル組成物に用いられるゲル化天然脂肪および油組成物は、少なくとも二つの成分
をゲル化することによって得られる。第一成分は、天然脂肪および油化合物である。第二
成分は、二ブロックコポリマー、三ブロックコポリマー、スターポリマー、ラジアルポリ
マー、多ブロックコポリマー、またはそれらの組合せから成る群から選択されるポリマー
化合物であることができる。
【００５６】
　「天然脂肪および油」は、多くの場合、通常は動物または植物組織内で見出される脂肪
酸のグリセリルエステル（すなわち、トリグリセリド）を指し、水素化されて不飽和が減
少または除去されているものを包含する。天然脂肪および油には、アマニ油、ダイズ油、
ヒマワリ種子油、トウモロコシ油、ゴマ油、オリーブ油、ヒマシ油、ヤシ油、パーム油、
ラッカセイ油、ホホバ油、およびマカダミアナッツ油などの植物油が挙げられる。
【００５７】
　選択される天然脂肪および油は、以下の式：
【００５８】
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【化５】

【００５９】
　（式中、Ｒ、Ｒ’およびＲ”は、同じ脂肪酸基であってもよいし、または異なる脂肪酸
基であってもよい）によって表される。適する天然脂肪および油の例には、以下の化合物
が挙げられるが、それらに限定されない：バオバブ（Ａｄａｎｓｏｎｌａ　Ｄｉｇｉｔａ
ｔａ）油；杏（Ｐｒｕｎｕｓ　Ａｒｍｅｎｉａｃａ）仁油；アーガン（Ａｒｇａｎｉａ　
Ｓｐｉｎｏｓａ）油；アザミケシ（Ａｒｇｅｍｏｎｅ　Ｍｅｘｉｃａｎａ）油；アボカド
（ＰｅｒｓｅａＧｒａｔｉｓｓｉｍａ）油；ババス（Ｏｒｇｉｂｎｙａ　Ｏｌｅｌｆｅｒ
ａ）油；コウスイハッカ（Ｍｅｌｉｓｓａ　Ｏｆｆｉｃｉｎａｌｉｓ）種油；苦扁桃（Ｐ
ｒｕｍｕｓ　Ａｍｙｇｄａｌｕｓ　Ａｍａｒａ）油；スミノザクラ（Ｐｒｕｎｕｓ　Ｃｅ
ｒａｓｕｓ）油；クロスグリ（Ｒｉｂｅｓ　Ｎｉｇｒｕｍ）油；ルリヂサ（Ｂｏｒａｇｏ
　Ｏｆｆｉｃｉｎａｌｉｓ）種子油；ブラジルナット（Ｂｅｒｔｈｏｌｌｅｔｉａ　Ｅｘ
ｃｅｌｓａ）油；ゴボウ（Ａｒｃｔｉｕｍ　Ｌａｐｐａ）種子油；バター；Ｃ１２～１８
酸トリグリセリド；テリハボク属のタカマハック樹脂を産する樹木（Ｃａｌｏｐｈｙｌｌ
ｕｍ　Ｔａｃａｍａｈａｃａ）の油；ヒメサザンカ（Ｃａｍｅｌｌｉａ　Ｋｉｓｓｉ）油
；ユチャ（Ｃａｍｅｒｌｌｉａ　Ｏｌｅｉｆｅｒａ）種子油；カノーラ油；カプリル酸／
カプリン酸／ラウリン酸トリグリセリド；カプリル酸／カプリン酸／リノール酸トリグリ
セリド、カプリル酸／カプリン酸／ミリスチン酸／ステアリン酸トリグリセリド、カプリ
ル酸／カプリン酸／ステアリン酸トリグリセリド、カプリル酸／カプリン酸トリグリセリ
ド、カラウェー（ヒメウイキョウ：Ｃａｒｕｍ　Ｃａｒｖｉ）種子油、ニンジン（Ｄａｕ
ｃｕｓ　Ｃａｒｏｔａ　Ｓａｔｉｖａ）油；カシューナッツ（Ａｎａｃａｒｄｉｕｍ　Ｏ
ｃｃｕｄｅｎｔａｌｅ）油；ヒマシ油安息香酸エステル；ヒマシ（ヒマ：Ｒｉｃｉｎｕｓ
　Ｃｏｍｍｕｎｉｓ）油；セファリン；大風子（カウルムグウ：Ｔａｒａｋｔｏｇｅｎｏ
ｓ　Ｋｕｒｚｉｉ）油；チーア（サルビア：Ｓａｌｖｉｚ　Ｈｉｓｐａｎｉｃａ）油；カ
カオ（Ｔｈｅｏｂｒａｍａ　Ｃｏｃａｏ）バター；ヤシ（ココヤシ：Ｃｏｃｏｓ　Ｎｕｃ
ｉｆｅｒａ）油；タラ肝油；コーヒー（コーヒーノキ：Ｃｏｆｆｅａ　Ａｒａｂｉｃａ）
油；トウモロコシ（Ｚｅａ　Ｍａｙｓ）胚種油；トウモロコシ（Ｚｅａ　Ｍａｙｓ）油；
綿実（綿：Ｇｏｓｓｙｐｉｕｍ）油；Ｃ１０～１８トリグリセリド；キュウリ（Ｃｕｃｕ
ｍｉｓ　Ｓａｔｉｖｕｓ）油；野バラ（Ｒｏｓａ　Ｃａｎｉｎａ）実油；卵油；エミュー
油；エポキシド化ダイズ油；マツヨイグサ（Ｏｅｎｏｔｈｅｒａ　Ｂｉｅｎｎｉｓ）油；
魚肝油；チリヘーゼル（Ｇｅｖｕｉｎａ　Ａｖｅｌｌａｎａ）油；ヒドロキシステアリン
酸グリセリルトリアセチル；リシノール酸グリセリルトリアセチル；糖脂質；グリコスフ
ィンゴリピド；ヤギバター；ブドウ（Ｖｉｔｉｓ　Ｖｉｎｉｆｅｒａ）種子油；ハーゼル
（アメリカハシバミ：Ｃｒｏｙｌｕｓ　Ａｍｅｒｉｃａｎａ）ナット油；バーゼル（セイ
ヨウハシバミ：Ｃｒｏｙｌｕｓ　Ａｖｅｉｌａｎａ）ナット油；ヒト胎盤脂質；交雑ベニ
バナ（Ｃａｒｔｈａｍｕｓ　Ｔｉｎｃｔｏｒｉｕｓ）油；交雑ヒマワリ（Ｈｅｌｉａｎｔ
ｈｕｓ　Ａｎｎｕｕｓ）種子油；水素化カノーラ油；水素化ヒマシ油；水素化ヒマシ油ラ
ウリン酸エステル；水素化ヒマシ油トリイソステアリン酸エステル；水素化ヤシ油；水素
化綿実油；水素化Ｃ１２～１８トリグリセリド；水素化魚油；水素化ラード；水素化メン
ヘーデン油；水素化乳脂質；水素化ミンク油；水素化オリーブ油；水素化オレンジラフィ
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ー油；水素化パーム核油；水素化パーム油；水素化ラッカセイ油；水素化ナタネ油；水素
化サメ肝油；水素化ダイズ油；水素化タロー；水素化植物油；菘藍油；はと麦（Ｃｏｉｘ
　Ｌａｃｒｙｍａ－Ｊｏｂｉ）油；ホホバ油；キーウィー（Ａｃｔｉｎｉｄｉａ　Ｃｈｉ
ｎｅｎｓｉｓ）種子油；ククイ（Ａｌｅｕｒｉｔｅｓ　Ｍｏｌｕｃｃａｎａ）の実油；ラ
ード；ラウリン酸／パルミチン酸／オレイン酸トリグリセリド；アマニ（アマ：Ｌｉｎｕ
ｍ　Ｕｓｉｔａｔｉｓｓｉｕｍｕｍ）油；ルピナス（Ｌｕｐｉｎｕｓ　Ａｌｂｕｓ）油；
マカダミアナッツ油；マカデミア（Ｍａｃａｄａｍｉａ　Ｔｅｒｎｉｆｏｌｉａ）種子油
；マカデミアインテグリホリア（Ｍａｃａｄａｍｉａ　Ｉｎｔｅｇｒｉｆｏｌｉａ）種子
油；マレイン酸含有ダイズ油；マンゴー（Ｍａｎｇｉｆｅｒａ　Ｉｎｄｉｃａ）種子油；
マーモット油；メドウフォーム（Ｌｉｍｎａｎｔｈｅｓ　ｆｒａｇｒａＡｌｂａ）種子油
；メンヘーデン油；乳脂質；ミンク油；ワサビノキ（Ｍｏｒｉｎｇａ　Ｐｔｅｒｙｇｏｓ
ｐｅｒｍａ）油；モルティエラ油；ジャコウバラ（Ｒｏｓａ　Ｍｏｓｃｈａｔａ）種子油
；牛脚油；ニーム（センダン：Ｍｅｌｉａ　Ａｚａｄｉｒａｃｈｔａ）種子油；オートム
ギ（Ａｖｅｎａ　Ｓａｔｉｖａ）核油；オレイン酸／リノール酸トリグリセリド；オレイ
ン酸／パルミチン酸／ラウリン酸／ミリスチン酸／リノール酸トリグリセリド；オレオス
テアリン；オリーブ（Ｏｌｅａ　Ｅｕｒｏｐａｅａ）皮油；オリーブ（Ｏｌｅａ　Ｅｕｒ
ｏｐａｅａ）油；大網脂質；オレンジラフィー油；ダチョウ油；酸化トウモロコシ油；パ
ーム（アブラヤシ：Ｅｌａｅｉｓ　Ｇｕｉｎｅｅｎｓｉｓ）核油；パーム（Ｅｌａｅｉｓ
　Ｇｕｉｎｅｅｎｓｉｓ）油；トウケイソウ（パッションフルーツ：Ｐｓｓｉｆｌｏｒａ
　Ｅｄｕｌｉｓ）油；桃（Ｐｒｕｎｕｓ　Ｐｅｒｓｉｃａ）仁油；ラッカセイ（ナンキン
マメ：ＡｒｃｈｉｓＨｙｐｏｇａｅａ）油；ペカン（Ｃａｒｙａ　Ｉｌｌｉｎｏｅｎｓｉ
ｓ）油；タカワラビ（Ｃｉｂｏｔｉｕｍ　Ｂａｒｏｍｅｔｚ）油；リン脂質；ピスタシオ
（Ｐｉｓｔａｃｉａ　Ｖｅｒａ）ナッツ油；胎盤脂質；ケシ（Ｐａｐａｖｅｒ　Ｏｒｉｅ
ｎｔａｌｅ）油；カボチャ（Ｃｕｃｕｒｂｉｔａ　Ｐｅｐｏ）種子油；キノア（Ｃｈｅｎ
ｏｐｏｄｉｕｍ　Ｑｕｉｎｏａ）油；ナタネ（アブラナ：Ｂｒａｓｓｉｃａ　Ｃａｍｐｅ
ｓｔｒｉｓ）油；米（イネ：Ｏｒｚａ　Ｓａｔｉｖａ）ぬか油；米（Ｏｒｚａ　Ｓａｔｉ
ｖａ）胚芽油；ベニバナ（ＣａｒｔｈａｍｕｓＴｉｎｃｔｏｒｉｕｓ）油；サーモン油；
ビャクダン（Ｓａｎｔａｌｕｍ　Ａｌｂｕｍ）種子油；沙棘（Ｈｉｐｐｏｐｈａｅ　Ｒｈ
ａｍｎｏｉｄｅｓ）油；ゴマ（Ｓｅｓａｍｕｍ　Ｉｎｄｉｃｕｍ）油；サメ肝油；シアバ
ター（Ｂｕｔｙｒｏｓｐｅｒｍｕｍ　Ｐａｒｋｉｉ）；カイコ脂質；皮膚脂質；ダイズ（
ツルマメ：Ｇｌｙｃｉｎｅ　Ｓｏｊａ）油；ダイズ脂質；スフィンゴリピド；ヒマワリ（
Ｈｅｌｉａｎｔｈｕｓ　Ａｎｎｕｕｓ）種子油；甘扁桃（Ｐｒｕｎｕｓ　Ａｍｙｇｄａｌ
ｕｓ　Ｄｕｌｃｉｓ）油；セイヨウミザクラ（Ｐｒｕｎｕｓ　Ａｖｉｕｍ）種油；ターリ
油；ティートリー（Ｍｅｌａｌｅｕｃａ　Ａｌｔｅｒｎｉｆｏｌｉａ）油；テルファリア
ペダータ（Ｔｅｌｐｈａｉｒｉａ　Ｐｅｄａｔａ）油；トマト（Ｓｏｌａｎｕｍ　Ｌｙｃ
ｏｐｅｒｓｉｃｕｍ）油；トリアラキジン；トリベヘニン；トリカプリン；トリカプリリ
ン；トリコデスマゼイラニカム（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｓｍａ　Ｚｅｙｌａｎｉｃｕｍ）油；
トリエルシン；トリヘプタノイン；トリヘプチルウンデカノイン；トリヒドロキシメトキ
システアリン；トリヒドロキシステアリン；トリイソノナノイン；トリイソパルミチン；
トリイソステアリン；トリラウリン；トリリノリン；トリリノレイン；トリミリスチン；
トリオクタノイン；トリオレイン；トリパルミチン；トリパルミトオレイン；トリリシノ
レイン；トリセバシン；トリステアリン；トリウンデカノイン；マグロ油；植物油；クル
ミ（チョウセングルミ：Ｊｕｇｌａｎｓ　Ｒｅｇｉａ）油；ふすま脂質；およびコムギ（
Ｔｒｉｔｉｃｕｍ　Ｖｕｌｇａｒｅ）麦芽油。
【００６０】
　ゲル化エステル組成物、ゲル化エーテル組成物、ゲル化アルコール組成物、またはゲル
化天然脂肪および油組成物の調製に用いられるゲル化剤の量は、得られるゲル化成分に望
まれる特性によるが、約０．２重量％～約８０重量％の範囲であることができる。好まし
くは、ゲル化剤は、ゲル化エステル組成物、ゲル化エーテル組成物、ゲル化アルコール組
成物、またはゲル化天然脂肪および油組成物中に約１重量％～約４０重量％存在する。さ



(30) JP 2009-74061 A 2009.4.9

10

20

30

40

50

らに好ましくは、ゲル化剤は、ゲル化エステル組成物、ゲル化エーテル組成物、ゲル化ア
ルコール組成物、またはゲル化天然脂肪および油組成物中に約５重量％～約２０重量％存
在する。二ブロックコポリマーと三ブロックコポリマーの両方が用いられる実施形態では
、三ブロックコポリマーは、約０．１重量％～約１０重量％の範囲であることができ、二
ブロックコポリマーは、約１重量％～約４０重量％であることができる。
【００６１】
　ゲル化エステル組成物、ゲル化エーテル組成物、ゲル化アルコール組成物、またはゲル
化天然脂肪および油組成物は、一つ以上の追加成分を任意に含むことができることに注目
する。追加成分は、懸濁成分および／または有効成分であることができる。
【００６２】
　ゲル化エステル、ゲル化エーテル、ゲル化アルコール、またはゲル化天然脂肪および油
組成物に懸濁させることができる、適する固体の例には、酸化亜鉛、被覆酸化亜鉛、表面
処理酸化亜鉛、二酸化チタン、被覆二酸化チタン、表面処理二酸化チタン、燐光物質、蛍
光物質、酸化モリブデン、硫化亜鉛、銅ドープ硫化亜鉛、グラファイト、爆発性物質、農
薬、除草薬、殺菌剤、殺虫剤、可塑剤、空気感応性化学物質、感湿性化学物質、窒化ホウ
素、酸化鉄、タルク、マイカ、プラスチック、ポリマー、シリカ、二酸化珪素、酸化アル
ミニウム、有機物質、無機物質、有機金属材料、金属粒子、医療用材料（殺菌剤、抗菌物
質、抗生物質、抗微生物物質、抗真菌物質、および麻酔薬など）、ガラス、クレー、ガム
、有効成分を収容するカプセル、デンプン、加工デンプン、芳香剤、着色顔料、日焼け止
め活性粒子、光輝顔料、他のカプセル化材料、およびそれらの組合せが挙げられるが、そ
れらに限定されない。
【００６３】
　ゲル化エステル、ゲル化エーテル、ゲル化アルコール、またはゲル化天然脂肪および油
組成物に懸濁させることができる、適する油不溶性液体の例には、水、一つ以上の水溶性
物質を含有する水、グリセリン、プロピレングリコール、ブチレングリコール、アルコー
ル、酸、界面活性剤、乳化剤、ポリグリセロール、エーテル、極性エステル、フッ素化化
合物、過フルオロポリエーテル、シリコーン、珪素含有化合物、およびそれらの組合せか
らが挙げられるが、それらに限定されない。
【００６４】
　ゲル化エステル、ゲル化エーテル、ゲル化アルコール、またはゲル化天然脂肪および油
組成物に懸濁させることができる、適する油不溶性気体の例には、水素、塩化物、空気、
窒素、酸素、二酸化炭素、プロパン、ネオン、ヘリウム、およびそれらの組合せが挙げら
れるが、それらに限定されない。
【００６５】
　二相ゲル組成物の生成に用いられる第二成分は、炭化水素ベースの溶媒である。好まし
くは、適する溶媒は、疎水性で非極性であるべきである。溶媒は、一般には水不溶性であ
り、比較的低い粘度を有し、実質的にポリマーを含まない。二相ゲル組成物に用いられる
溶媒の選択は、粘度などの二相ゲル組成物に望まれる特性、ならびに粘度、加工温度、混
合能力、原料の妥当性、およびこれらに類するものなどの二相ゲル組成物を配合すること
ができる最終製品に望まれる特性などの多様な因子に依存する。
【００６６】
　二相ゲル組成物に用いるために適する溶媒には、疎水性で非極性である一切の化合物が
挙げられるが、それらに限定されない。二相ゲル組成物に用いるために適する溶媒の例に
は、油、白色鉱物油、溶媒、基油、工業用鉱物油、合成炭化水素、固体炭化水素、半固体
炭化水素、蝋、石油蒸留物、ワセリンおよびそれらの組合せが挙げられるが、それらに限
定されない。一部の実施形態では、溶媒は、パラフィン系またはナフテン系の油であるこ
とができる。二相ゲル組成物に用いるための溶媒は、半固体または固体の形態であること
ができるが、好ましくは取扱いが容易であるために液状の形態である。
【００６７】
　適する市販の疎水性、非極性溶媒の例には、Ｅｘｃｅｌ　Ｐａｒａｌｕｂｅｓから入手
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できるＥｘｃｅｌ（登録商標）２６０；Ｅｘｘｏｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌから入手できるＩ
ｓｏｐａｒ（登録商標）Ｌ、Ｉｓｏｐａｒ（登録商標）Ｍ、およびＩｓｏｐａｒ（登録商
標）Ｖ；Ｐｅｎｒｅｃｏから入手できるＤｒａｋｅｏｌ（登録商標）７、Ｄｒａｋｅｏｌ
（登録商標）３１、Ｄｒａｋｅｏｌ（登録商標）３４、純白ワセリン、褐色ワセリン；Ｃ
ｏｎｏｃｏ，Ｉｎｃ．から入手できるＣｏｎｏｓｏｌ（登録商標）Ｃ１４５、Ｃｏｎｏｓ
ｏｌ（登録商標）２００、Ｃｏｎｏｓｏｌ（登録商標）２６０、およびＣｏｎｏｓｏｌ（
登録商標）３４０；Ｐｒｅｓｐｅｒｓｅから入手できるＰｅｒｍｅｔｈｙｌ（登録商標）
９９Ａ、Ｐｅｒｍｅｔｈｙｌ（登録商標）１０１Ａ、およびＰｅｒｍｅｔｈｙｌ（登録商
標）１０２Ａ；ならびにＡｍｏｃｏからのＰａｎａｌａｎｅ（登録商標）Ｌ１４Ｅが挙げ
られるが、それらに限定されない。
【００６８】
　二相ゲル組成物に用いるための疎水性、非極性溶媒の量は、粘度などの二相ゲル組成物
に望まれる特性、ならびに粘度、加工温度、混合能力、およびこれらに類するものなどの
二相ゲル組成物を配合することができる最終製品に望まれる特性などの多様な因子に依存
する。一部の実施形態では、二相ゲル組成物中に存在する溶媒成分の量は、二相ゲル組成
物の約５重量％～約９５重量％の範囲であることができる。他の一定の実施形態では、溶
媒成分は、二相ゲル組成物の約４０重量％～約９５重量％の量で存在する。さらに他の実
施形態では、溶媒成分は、二相ゲル組成物の約６０重量％～約９０重量％の量で存在する
。なお他の実施形態では、溶媒成分の量は、二相ゲル組成物の約６０重量％～約８０重量
％の量で存在する。
【００６９】
　二相ゲル組成物の製造に用いられるゲル化エステル組成物、ゲル化エーテル組成物、ゲ
ル化アルコール組成物、ならびにゲル化天然脂肪および油組成物は、１９９９年１０月１
８日出願の米国特許出願第０９／４１９，５７１号に記載されている方法によって得るこ
とができる。この特許は、本明細書中に参照して組み入れる。第一に、ゲル化すべき一つ
以上のエステル、エーテル、アルコール、または天然脂肪および油化合物をゲル化剤と混
合する。第二に、その混合物を典型的には約７０℃～１４０℃の範囲の温度に加熱するが
、他の温度も許容可能である。均質混合物が得られるまで、混合物を攪拌する。その後、
均質混合物を室温に冷却して、ゲル化エステル組成物、ゲル化エーテル組成物、ゲル化ア
ルコール組成物、またはゲル化天然脂肪および油組成物を生成する。ゲル化される化合物
は、加熱前にゲル化剤と混合する必要がないことにご留意されたし。代わりに、化合物を
所望の温度に先ず加熱し、その後、ゲル化剤を化合物に添加してもよい。
【００７０】
　二相ゲル組成物は、多様な方法によって得ることができる。本明細書中に記載する二相
ゲル組成物の調製法は、わずかに高い処理温度および一般に短い混合時間しか求めないと
いう点で有利である。本明細書中に記載の方法によって得られる二相ゲル組成物は、第一
成分（すなわち、ゲル化エステル組成物、ゲル化エーテル組成物、ゲル化アルコール組成
物、ゲル化天然脂肪および油組成物、またはそれらの組合せ）、第二成分（溶媒）、およ
び第一成分と第二成分合計の粘度以上の粘度を有する。一部の実施形態では、本明細書中
に記載の方法によって得られる二相ゲル組成物が、わずかに第一成分、第二成分、および
／または第一成分と第二成分合計の粘度以上の粘度を有する。他の実施形態では、本明細
書中に記載の方法によって得られる二相ゲル組成物が、各成分の粘度の合計より十分に大
きい粘度を有する。
【００７１】
　本発明の実施形態に従って、二相ゲル組成物は、以下の方法によって得ることができる
。第一に、一つ以上のゲル化エステル、ゲル化エーテル、ゲル化アルコール、またはゲル
化天然脂肪および油組成物を一つ以上の疎水性、非極性溶媒と混合して、混合物を生成す
る。第二に、その混合物を典型的には約４０℃～約６０℃の範囲の温度に加熱するが、他
の温度も許容可能である。次に、均質な混合物が得られるまで混合物を攪拌する。その後
、均質混合物を室温に冷却する。こうして、二相ゲル組成物が得られる。
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【００７２】
　他の実施形態に従って、二相ゲル組成物は、以下の方法によって得ることができる。第
一に、一つ以上のゲル化エステル、ゲル化エーテル、ゲル化アルコール、またはゲル化天
然脂肪および油組成物を典型的には約４０℃～約６０℃の範囲の温度に加熱するが、他の
温度も許容可能である。第二に、加熱したゲル化成分を一つ以上の疎水性、非極性溶媒と
混合する。均質な混合物が得られるまで混合物を攪拌する。その後、均質混合物を室温に
冷却する。こうして、二相ゲル組成物が得られる。
【００７３】
　さらに他の実施形態に従って、二相ゲル組成物は、以下の方法によって得ることができ
る。第一に、一つ以上の疎水性、非極性溶媒を典型的には約４０℃～約６０℃の範囲の温
度に加熱するが、他の温度も許容可能である。第二に、加熱した溶媒を一つ以上のゲル化
エステル、ゲル化エーテル、ゲル化アルコール、またはゲル化天然脂肪および油組成物と
混合して、混合物を生成する。次に、均質な混合物が得られるまで混合物を攪拌する。そ
の後、均質混合物を室温に冷却する。こうして、二相ゲル組成物が得られる。
【００７４】
　もう一つの実施形態において、二相ゲル組成物は、以下の方法によって得ることができ
る。第一に、一つ以上の疎水性、非極性溶媒を典型的には約４０℃～約６０℃の範囲の温
度に加熱するが、他の温度も許容可能である。別途、一つ以上のゲル化エステル、ゲル化
エーテル、ゲル化アルコール、またはゲル化天然脂肪および油組成物を典型的には約４０
℃～約６０℃の範囲の温度に加熱するが、他の温度も許容可能である。次に加熱した溶媒
を加熱したゲル化成分と混合して、混合物を生成する。次に、均質な混合物が得られるま
で混合物を攪拌する。その後、均質混合物を室温に冷却する。こうして、二相ゲル組成物
が得られる。
【００７５】
　さらにもう一つの態様において、二相ゲル組成物は、以下の方法によって得ることがで
きる。この方法には、一つ以上のゲル化エステル、ゲル化エーテル、ゲル化アルコール、
またはゲル化天然脂肪および油組成物を一つ以上の疎水性、非極性溶媒と室温で混合して
、二相ゲル組成物を生成することが含まれる。一部の実施形態では、この方法によって得
られる二相ゲル組成物は、流出制御に用いることができる。
【００７６】
　本発明の実施形態を説明するために、以下の実施例を与える。これらは、単に説明的な
ものであって、本明細書に別に記載する本発明の範囲を制限するためのものではない。本
明細書中で開示するすべての数値は、近似値である。酸化防止剤を約０．０２％の量で添
加した実施例もあれば、酸化防止剤を約０．０５％～約０．２０％の量で添加した実施例
もある。あらゆる酸化防止剤を用いることができる。適する酸化防止剤の一つは、２，６
－ジ－ｔ－ブチル－４－メチルフェノール（「ＢＨＴ」）である。
【００７７】
（実施例１）
ゲル化ミリスチン酸イソプロピル（Ｕｎｉｃｈｅｍａから商品名Ｅｓｔｏｌ（登録商標）
ＩＰＭ１５１２で、Ｉｎｏｌｅｘから商品名Ｌｅｘｏｌ（登録商標）ＩＰＭで入手できる
もの、他）の試料を調製した（ミリスチン酸イソプロピル８５．２８重量％＋Ｋｒａｔｏ
ｎ（登録商標）Ｇ１７０２　１４．３０重量％＋Ｋｒａｔｏｎ（登録商標）Ｇ１６５０　
０．４０重量％）。得られたゲルは、優れた透明性を示し、２５℃で１５７，０００ｃＰ
ｓのブルックフィールド粘度（５ｒｐｍ、スピンドルＴ－Ｃ）を有した。
【００７８】
（実施例２）
　ゲル化メトキシ桂皮酸オクチル（Ｇｉｖｕａｄａｎ－Ｒｏｕｒｅから商品名Ｐａｒｓｏ
ｌ（登録商標）ＭＣＸで、ＩＳＰ　Ｖａｎ　Ｄｙｋから商品名Ｅｓｃａｌｏｌ（登録商標
）５５７で、およびＨａａｒｍａｎ　＆　Ｒｅｉｍｅｒから商品名Ｎｅｏ　Ｈｅｌｉｏｐ
ａｎ（登録商標）で入手できる）の試料を調製した（メトキシ桂皮酸オクチル　８７．５
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録商標）Ｇ１６５０　０．４０重量％）。得られたゲルは、透明であり、幾度かの冷凍／
解凍サイクルを通して安定であった。
【００７９】
（実施例３）
　５０．００重量％の酸化亜鉛と５０．００重量％の実施例２で説明したゲル化メトキシ
桂皮酸オクチルを用いて、ゲル化メトキシ桂皮酸オクチル中の酸化亜鉛懸濁物の試料を調
製した。得られた懸濁物は、良好なコンシステンシーを有し、熱応力下で１５日間分離す
ることなく安定を保った。
【００８０】
（実施例４）
　ゲル化ジカプリル酸／カプロン酸プロピレングリコール（Ｕｎｉｃｈｅｍａから商品名
Ｅｓｔｏｌ（登録商標）ＰＤＣＣ　１５２６で入手できる）の試料を調製した（ジカプリ
ル酸／カプロン酸プロピレングリコール　８７．５８重量％＋Ｋｒａｔｏｎ（登録商標）
Ｇ１７８０　１２．００重量％＋Ｋｒａｔｏｎ（登録商標）Ｇ１６５０　０．４０重量％
）。ゲルは、周囲温度で透明であった。
【００８１】
（実施例５）
　ゲル化ネオペンタン酸イソステアリル（Ｂｅｒｎｅｌから商品名Ｄｅｒｍｏｌ（登録商
標）１８５で入手できる）を調製した（ネオペンタン酸イソステアリル８５．５８重量％
＋Ｓｅｐｔｏｎ（登録商標）１００１　１４．００重量％＋Ｋｒａｔｏｎ（登録商標）Ｇ
１６５０　０．４０重量％）。得られたゲルは、透明であり、離液することなく安定であ
った。
【００８２】
（実施例６）
　ホホバ油ゲルを調製した（ホホバ油９１．２８重量％＋Ｋｒａｔｏｎ（登録商標）Ｇ１
６５０　０．４重量％＋Ｋｒａｔｏｎ（登録商標）Ｇ１７０２　８．３重量％）。ゲルは
透明で粘稠であった。
【００８３】
（実施例７）
　エルカ酸エイコシル（Ｌａｍｂｅｎｔから商品名Ｅｒｕｃｉｃａｌ（登録商標）で入手
できる）を調製した（Ｅｒｕｃｉｃａｌ（登録商標）ＥＧ－２０　９１．２８重量％＋Ｋ
ｒａｔｏｎ（登録商標）Ｇ１６５０　０．４重量％＋Ｋｒａｔｏｎ（登録商標）Ｇ１７０
２　８．３重量％）。ゲルは、透明であり、離液することなく安定であった。
【００８４】
　ゲル組成物の上記試料に加えて、他の多様なゲル組成物も得た。表３～６は、本発明の
実施形態に従って得たゲル組成物をまとめたものである。
【００８５】
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【表４】

【００８６】
【表５】

【００８７】
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【表６】

【００８８】
【表７】

【００８９】
（実施例８）
　ゲル化ダイズ油（Ｃａｒｇｉｌｌから商品名Ａｌｋａｌｉ　ＲｅｆｉｎｅｄＳｏｙｂｅ
ａｎ　Ｏｉｌで入手できる）の試料を調製した（ダイズ油８５．９０重量％＋Ｋｒａｔｏ
ｎ（登録商標）Ｄ１１０２　１４．００重量％）。得られたゲルは、優れた透明性を示し
、２２℃で１８，０００ｃＰｓのブルックフィールド粘度（２．５ｒｐｍ、スピンドルＴ
－Ｃ）を有した。ゲルは、透明であり、４週間５０℃のオーブン内での促進老化試験およ
び３回の冷凍／解凍サイクル（－２０℃から２５℃）後も透明で安定したままであった。
その後、ゲル化ダイズ油を４０～４５℃で１５～２０分間、表７に記載の重量比で炭化水
素溶媒、Ｃｏｎｏｓｏｌ（登録商標）３４０と混合して、５つの二相ゲル組成物、二相ゲ
ル組成物１～５を生成した。
【００９０】

【表８】

【００９１】
　表８は、Ｃｏｎｏｃｏ．Ｉｎｃから入手できるＣｏｎｏｓｏｌ（登録商標）３４０の物
理的特性についての情報を提供するものである。
【００９２】
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【表９】

【００９３】
【表１０】

【００９４】
　図１は、二相ゲル組成物１～５に関する粘度対ゲル化ダイズ油濃度のグラフである。ブ
ルックフィールド粘度（２．５ｒｐｍ、スピンドルＴ－Ｃ、２２℃）測定およびゲル化ダ
イズ油成分の濃度の値を表９に示す。
【００９５】

【表１１】

 
【００９６】
　二相ゲル組成物１～５は、透明であり、５０℃のオーブン内で２週間後および３回の冷
凍／解凍サイクル後に優れた熱安定性を示した。
【００９７】
（実施例９）
　ゲル化ダイズ油（Ｃａｒｇｉｌｌから商品名Ａｌｋａｌｉ　ＲｅｆｉｎｅｄＳｏｙｂｅ
ａｎ　Ｏｉｌで入手できる）の試料を調製した（ダイズ油８５．９０重量％＋Ｋｒａｔｏ
ｎ（登録商標）Ｄ１１０２　１４．００重量％）。得られたゲルは、優れた透明性を示し
、２２℃で１８，０００ｃＰｓのブルックフィールド粘度（５０ｒｐｍ、スピンドルＴ－
Ｃ）を有した。ゲルは、透明であり、４週間５０℃のオーブン内での促進老化試験および
３回の冷凍／解凍サイクル（－２０℃から２５℃）後も透明で安定したままであった。次
に、ゲル化ダイズ油を室温で１５～２０分間、表１０に記載の重量比で炭化水素溶媒、Ａ
ｍｏｃｏから入手できる低硫黄含有率ジーゼル燃料と混合して、３つの二相ゲル組成物、
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二相ゲル組成物６～８を生成した。
【００９８】
【表１２】

【００９９】
　図２は、二相ゲル組成物６～８に関する粘度対ジーゼル燃料濃度のグラフである。ブル
ックフィールド粘度（５０ｒｐｍ、スピンドルＴ－Ｃ、２２℃）測定およびジーゼル燃料
の濃度の値を表１１に示す。
【０１００】

【表１３】

【０１０１】
　二相ゲル組成物６～８は、室温で３ヶ月間安定であった。
【０１０２】
（実施例１０）
　ゲル化ダイズ油（商品名Ａｌｋａｌｉ　Ｒｅｆｉｎｅｄ　Ｓｏｙｂｅａｎ　Ｏｉｌで入
手できる）の試料を調製した（ダイズ油８７．８０重量％＋Ｋｒａｔｏｎ（登録商標）Ｄ
１１６０　１２．００重量％）。得られたゲルは、優れた透明性を示し、２５℃で５，０
００ｃＰｓのブルックフィールド粘度（２．５ｒｐｍ、スピンドルＴ－Ｃ）を有した。
【０１０３】
ゲル化ダイズ油を鉱物油（商品名Ｅｘｃｅｌ（登録商標）２６０で入手できる）と混合し
て（ゲル化ダイズ油３５重量％＋Ｅｘｃｅｌ（登録商標）２６０油６５重量％）、二相ゲ
ル組成物を生成した。
【０１０４】

【表１４】

【０１０５】
　二相ゲル組成物は、もとのゲル化ダイズ油に比べて約１０００倍大きいブルックフィー
ルド粘度（２．５ｒｐｍ、スピンドルＴ－Ｃ）を有した。二相ゲル組成物は、優れた熱安
定性および透明性を示した。
【０１０６】
（実施例１１）



(38) JP 2009-74061 A 2009.4.9

10

20

30

40

50

　ゲル化ミリスチン酸イソプロピル（Ｓｐｅｃｔｒｕｍから商品名Ｉｓｏｐｒｏｐｙｌ　
Ｍｙｒｉｓｔａｔｅで入手できる）の試料を調製した（ミリスチン酸イソプロピル７４．
９５重量％＋Ｋｒａｔｏｎ（登録商標）Ｄ１１０２　２５．００重量％）。得られたゲル
は、不透明であり、２５℃で９，８００ｃＰｓのブルックフィールド粘度（５ｒｐｍ、ス
ピンドルＴ－Ｃ）を有した。
【０１０７】
　ゲル化ミリスチン酸イソプロピルをＣｏｎｏｓｏｌ（登録商標）と混合して（ゲル化ミ
リスチン酸イソプロピル１３重量％＋Ｃｏｎｏｓｏｌ（登録商標）３４０　８７重量％）
、二相ゲル組成物を生成した。二相ゲル組成物は、もとのゲル化ミリスチン酸イソプロピ
ルに比べて約１００倍大きいブルックフィールド粘度（２．５ｒｐｍ、スピンドルＴ－Ｃ
）を有した。二相ゲル組成物は、室温で濁っており、限られた安定性を有した。
【０１０８】
（実施例１２）
　ゲル化ミリスチン酸イソプロピル（Ｓｐｅｃｔｒｕｍから商品名Ｉｓｏｐｒｏｐｙｌ　
Ｍｙｒｉｓｔａｔｅで入手できる）の試料を調製した（ミリスチン酸イソプロピル８５．
９５重量％＋Ｋｒａｔｏｎ（登録商標）Ｇ１６５０　１４．００重量％）。得られたゲル
は、無色透明の透明性を示し、２５℃で３，６００ｃＰｓのブルックフィールド粘度（２
．５ｒｐｍ、スピンドルＴ－Ｃ）を有した。
【０１０９】
　ゲル化ミリスチン酸イソプロピルをＤｒａｋｅｏｌ（登録商標）７と混合して（ゲル化
ミリスチン酸イソプロピル３０重量％＋Ｄｒａｋｅｏｌ（登録商標）７　７０重量％）、
二相ゲル組成物を生成した。表＿は、Ｐｅｎｅｒｃｏから入手できるＤｒａｋｅｏｌ（登
録商標）７の物理的特性についての情報を提供するものである。
【０１１０】
【表１５】

【０１１１】
　二相ゲル組成物は、優れた透明性および熱安定性を有し、２５℃で２１９，０００ｃＰ
ｓのブルックフィールド粘度（２．５ｒｐｍ、スピンドルＴ－Ｃ）を有した。
【０１１２】
（実施例１３）
　ゲル化ミリスチン酸イソプロピル（Ｓｐｅｃｔｒｕｍから商品名Ｉｓｏｐｒｏｐｙｌ　
Ｍｙｒｉｓｔａｔｅで入手できる）の試料を調製した（ミリスチン酸イソプロピル７３．
９５重量％＋Ｋｒａｔｏｎ（登録商標）Ｇ１６５０　２６．００重量％）。得られたゲル
は、無色透明の透明性および優れた安定性を示し、２５℃で１１７，０００ｃＰｓのブル
ックフィールド粘度（５ｒｐｍ、スピンドルＴ－Ｃ）を有した。
【０１１３】
　ゲル化ミリスチン酸イソプロピルをＥｘｃｅｌ（登録商標）２６０およびＩｓｏｐａｒ
（登録商標）Ｍと混合して（ゲル化ミリスチン酸イソプロピル２８重量％＋Ｅｘｃｅｌ（
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登録商標）２６０　３６重量％＋Ｉｓｏｐａｒ（登録商標）Ｍ　３６重量％）、二相ゲル
組成物を生成した。表＿は、Ｅｘｘｏｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌから入手できるＩｓｏｐａｒ
（登録商標）Ｍの物理的特性についての情報を提供するものである。
【０１１４】
【表１６】

【０１１５】
　二相ゲル組成物は、もとのゲル化ミリスチン酸イソプロピルに比べて約１０００倍大き
いブルックフィールド粘度（５ｒｐｍ、スピンドルＴ－Ｃ）を有した。二相ゲル組成物は
、優れた透明性および熱安定性を有した。
【０１１６】
（実施例１４）
　ゲル化ミリスチン酸イソプロピル（Ｓｐｅｃｔｒｕｍから商品名Ｉｓｏｐｒｏｐｙｌ　
Ｍｙｒｉｓｔａｔｅで入手できる）の試料を調製した（ミリスチン酸イソプロピル７９．
９５重量％＋Ｋｒａｔｏｎ（登録商標）Ｇ１６５０　２０．００重量％）。得られたゲル
は、無色透明の透明性および優れた安定性を示し、２５℃で１２，０００ｃＰｓのブルッ
クフィールド粘度（１ｒｐｍ、スピンドルＴ－Ｃ）を有した。
【０１１７】
　次に、ゲル化ミリスチン酸イソプロピルを表＿に記載の重量比でＥｘｃｅｌ（登録商標
）２６０と混合して、二相ゲル組成物、二相ゲル組成物９～１４を生成した。
【０１１８】
【表１７】

【０１１９】
　図３は、二相ゲル組成物９～１４に関する粘度対ゲル化ミリスチン酸イソプロピル濃度
のグラフである。ブルックフィールド粘度（１ｒｐｍ、スピンドルＴ－Ｅ、２５℃）測定
およびゲル化ミリスチン酸イソプロピル成分の濃度の値を表＿に示す。



(40) JP 2009-74061 A 2009.4.9

10

20

30

40

50

【０１２０】
【表１８】

【０１２１】
　二相ゲル組成物９～１４は、透明であり、５０℃のオーブン内で２週間後および３回の
冷凍／解凍サイクル後に優れた熱安定性を示した。
【０１２２】
（実施例１５）
　安息香酸Ｃ１２～１５アルキル（Ｆｉｎｅｔｅｘから商品名Ｆｉｎｓｏｌｖ（登録商標
）で入手できる）、ラッカセイ油（Ｓｐｅｃｔｒｕｍから入手できる）、およびＫｒａｔ
ｏｎ（登録商標）Ｄ１１０２のゲル化ブレンドを調製した。安息香酸Ｃ１２～１５アルキ
ル（４２．９重量％）をラッカセイ油（４２．９重量％）とブレンドして、７０～７５℃
に加熱した。次に、Ｋｒａｔｏｎ（登録商標）Ｄ１１０２（１４重量％）を添加して、ゲ
ル化ブレンドを生成した。得られたゲル化ブレンドは、わずかに黄色を帯び、優れた透明
性および熱安定性を有した。得られたゲル化ブレンドは、２５℃で４，８００ｃＰｓのブ
ルックフィールド粘度（５ｒｐｍ、スピンドルＴ－Ｃ）を有した。
【０１２３】
　次に、ゲル化ブレンドをＣｏｎｏｓｏｌ（登録商標）２６０と混合して（ゲル化ブレン
ド７０重量％＋Ｃｏｎｏｓｏｌ（登録商標）２６０　３０重量％）、二相ゲル組成物を生
成した。二相ゲル組成物は、優れた透明性および粘性、ならびに２５℃で５，０００ｃＰ
ｓのブルックフィールド粘度（５ｒｐｍ、スピンドルＴ－Ｃ）を有した。表＿は、Ｃｏｎ
ｏｃｏ，Ｉｎｃ．から入手できるＣｏｎｏｓｏｌ（登録商標）の物理的特性についての情
報を提供するものである。
【０１２４】

【表１９】
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【０１２５】
【表２０】

 
【０１２６】
　本発明の実施形態に従う二相ゲル組成物は、非常に多くの化粧品および健康と美容、ホ
ームケア、ならびに工業用途を有する。二相ゲル組成物は、単独で用いてもよいし、また
は一つ以上の追加成分と併用してもよい。二相ゲル組成物に用いられる追加成分の量は、
二相ゲル組成物を用いることができる最終製品に望まれる特性に依存する。例えば、二相
ゲル組成物は、潤滑剤、懸濁剤、乳化安定剤、増粘剤、パーソナルケア材料、エアフレッ
シュナー成分、農薬および殺虫剤成分、蝋燭および装飾品用の材料、製薬用の担体および
担体成分、軟膏の基剤成分、スポーツ用品の材料、洗浄製品の成分、爆薬およびエマルジ
ョン爆薬用の成分、流出制御剤、泥をドリリングするための材料、坑井仕上げ用の材料、
および他の材料を媒介するためのビヒクルとして適する。エステルは、一般に、生物分解
性材料と考えられるので、ゲル化エステルは、汚染を最小にすることが望まれる製品に用
途を見出すことができる。こうした用途の例には、釣り糸用潤滑剤、ハンダ付け用フラッ
クス、農業ゴミの低減および潤滑化、織物被覆、壊れやすいまたは環境に敏感な材料を輸
送するための保護コーティング、および生物分解性油およびグリースが挙げられる。
【０１２７】
　本発明の実施形態に従う二相ゲル組成物は、固体、液体、および／または気体を相当の
期間にわたって、実質的に均一に懸濁し、均等に分散した状態で保つことを発見した。懸
濁した固体、液体、および／または気体は、約９５重量％以下の量で二相ゲル組成物中に
存在することができる。二相ゲル組成物に懸濁することができる、適する固体、液体、お
よびまたは気体には、ゲル中に分散し、ゲルに実質的に懸濁または均質に分散された状態
を保つだろうあらゆる固体、非炭化水素系液体、または気体が含まれる。
【０１２８】
　二相ゲル組成物に懸濁させることができる、適する固体の例には、酸化亜鉛、被覆酸化
亜鉛、表面処理酸化亜鉛、二酸化チタン、被覆二酸化チタン、表面処理二酸化チタン、燐
光物質、蛍光物質、酸化モリブデン、硫化亜鉛、銅ドープ硫化亜鉛、グラファイト、爆発
性物質、農薬、除草薬、殺菌剤、殺虫剤、可塑剤、空気感応性化学物質、感湿性化学物質
、窒化ホウ素、酸化鉄、タルク、マイカ、プラスチック、ポリマー、シリカ、二酸化珪素
、酸化アルミニウム、有機物質、無機物質、有機金属材料、金属粒子、医療用材料（抗菌
物質、抗生物質、抗微生物物質、抗真菌物質、および麻酔薬など）、ガラス、クレー、ガ
ム、有効成分を収容するカプセル、デンプン、加工デンプン、芳香剤、着色顔料、日焼け
止め活性粒子、光輝顔料、他のカプセル化材料、およびそれらの組合せが挙げられるが、
それらに限定されない。
【０１２９】
　二相ゲル組成物に懸濁させることができる油不溶性液体の例には、水、一つ以上の水溶
性物質を含有する水、グリセリン、プロピレングリコール、ブチレングリコール、アルコ
ール、酸、界面活性剤、乳化剤、ポリグリセロール、エーテル、極性エステル、フッ素化
化合物、過フルオロポリエーテル、シリコーン、珪素含有化合物、およびそれらの組合せ
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からが挙げられるが、それらに限定されない。
【０１３０】
　二相ゲル組成物に懸濁させることができる油不溶性気体の例には、水素、塩化物、空気
、窒素、酸素、二酸化炭素、プロパン、ネオン、ヘリウム、およびそれらの組合せが挙げ
られるが、それらに限定されない。
【０１３１】
　１９９８年１月１５日出願の「懸濁および分散剤としての炭化水素ゲルならびに製品（
Ｈｙｄｒｏｃａｒｂｏｎ　Ｇｅｌｓ　ａｓ　Ｓｕｓｐｅｎｄｉｎｇ　ａｎｄ　Ｄｉｓｐｅ
ｒｓｉｎｇ　Ａｇｅｎｔ　ａｎｄ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ）」と題する米国特許継続出願第０
９／００７，８３８号は、ゲル化炭化水素をベースにした懸濁系を製造する方法を開示し
ている。開示されている方法を本発明の実施形態に利用して、ゲル化エステル、ゲル化ア
ルコール、またはゲル化天然脂肪および油をベースにした懸濁系を製造することができる
。上で言及した特許出願の開示は、その全文を本明細書中に参照して組み入れる。
【０１３２】
　本発明の実施形態に従う二相ゲル組成物は、有効量の一つ以上の化粧品および健康と美
容補助成分を含む時、広範な化粧品および健康と美容用途も有する。「有効量」とは、指
示した目的に有効であるに足る量の成分が組成物中に存在することを意味する。有効量は
、約０．００１～約９５重量％の範囲であることができる。「化粧品および健康と美容補
助成分」とは、ヒトの皮膚または体の生理学的受容能を変えるまたは妨げることなく、皮
膚の外観を洗浄し、美しくし、魅力を増させ、保護または変化させるために、ヒトの皮膚
またはそのいずれかの部分に局所的に塗布することができる一切の材料を意味する。この
定義の範囲は、クリーム、ローション、皮膚軟化薬、香油、マッサージオイル、モイスチ
ャライザー、保湿剤、整髪油などを包含する。本発明の実施形態に従う二相ゲル組成物は
、スキンケア用保存薬、希釈剤、界面活性剤、シワ防止剤なども含有することができる。
【０１３３】
　さらに、二相ゲル組成物を用いて、多様な処方箋不要（「ＯＴＣ」）製品を製造するこ
とができる。ＯＴＣ製品は、ゲル組成物から完全に製造することができ、またはＯＴＣの
成分のみがゲル組成物から製造される。ＯＴＣ製品の例には、制汗剤、リップバルム、お
よび日焼け止め剤（例えば、金属酸化物のサブミクロン粒子などの天然日焼け止め剤、ま
たはメトキシ桂皮酸オクチルおよびベンゾフェノン－３などの合成日焼け止め剤）が挙げ
られるが、それらに限定されない。
【０１３４】
　上述したように、本発明の実施形態に従う二相ゲル組成物は、多様な化粧品および健康
と美容補助材料を皮膚に局所塗付するための担体ビヒクルとして用いることができる。従
って、皮膚に塗付して、吸収されるか、皮膚上に被膜を形成するか、冷却感覚を提供する
か、乾燥肌または油肌を処理するか、皮膚への材料として作用するか、皮膚の全体的なき
めを変えるか、または色を変えるような材料をゲルに配合することができる。多様な健康
と美容補助製品によってこれらの作用すべてが達成されることが求められている。こうし
たスキンケア製品を製造する方法は、当該技術分野では既知である。例えば、米国特許第
５，５５８，８７２号は、透明でゲル状の鉱物油ベースの皮膚保護薬を開示している。鉱
物油の代わりに本発明の実施形態に従うゲル組成物を用いることによって、類似の皮膚保
護薬を製造することができる。米国特許第５，５５８，８７２号の開示は、その全文を本
明細書中に参照して組み入れる。
【０１３５】
　本発明の実施形態に従う二相ゲル組成物の好ましい使用には、増粘液、軟質ゲルおよび
半固体ゲルの生成が含まれることに着目する。ゲルは、防水性の日焼け止め組成物、化粧
品、マスカラなどに特に有用である。ワセリン、化粧用ファンデーション、およびナイト
クリームなどのワセリンベースの製品にも有用である。口紅、リップクリーム、アイライ
ナーリキッド、およびこれらに類するものなどの製品において水溶性ポリマーの代わりに
用いることもできる。ゲルは、フェイシャルオイルではゲル化剤として用いることもでき
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る。
【０１３６】
　半固体または固体ゲルは、棒状防虫剤などのトイレタリースティック、または脱臭剤、
制汗剤、口紅、鎮痛薬、頬紅、固形ローションおよび固体吸収性軟質ゲルを含む透明もし
くは不透明棒状製品用の母材としての用途を有する。こうした化粧品スティックを製造す
る方法は、既知である。例えば、米国特許第５，７５６，０８２号は、炭化水素油ゲルを
ベースにした化粧品スティック組成物開示している。開示されている炭化水素油ゲルの代
わりに本発明の実施形態に従うゲル組成物を使用して、化粧品スティック組成物を製造す
ることができる。米国特許第５，７５６，０８２号の開示は、その全文を本明細書中に参
照して組み入れる。
【０１３７】
　本発明の実施形態に従う二相ゲル組成物は、有効量の一つ以上のホームケア材料を含む
時、広範なホームケア用途も有する。「有効量」とは、指示した目的に有効であるに足る
量の成分が組成物中に存在することを意味する。有効量は、約０．００１～約９５重量％
の範囲であることができる。「ホームケア材料」は、自宅またはそれに類するものを洗浄
、回復、美化などするための炭化水素製品に配合、ブレンドおよび／または添加すること
ができるあらゆる材料を包含するが、それらに限定されない。「ホームケア材料」は、例
えば艶出し、洗浄によって、表面の外観を保護および／または変えるために用いることが
できるあらゆる材料も包含するが、それらに限定されない。ホームケア用途の例には、蝋
燭、エアフレッシュナー、エアゾール、農薬、除草薬、殺菌剤、可塑剤、殺虫剤、洗浄製
品、艶出し製品などが挙げられるが、それらに限定されない。
【０１３８】
　本発明の実施形態に従う二相ゲル組成物は、有効量の一つ以上の工業用材料を含む時、
広範な工業用途も有する。例えば、本発明の実施形態に従う二相ゲル組成物は、微粒子工
業用懸濁液用の担体ビヒクルとして用いることができる。工業用途は、多様な大規模、小
規模両方の工業用途を包含し得る。工業用途の例には、泥および原油などの他の流体のド
リリング；井戸などの地下構造のドリリング、形成、完成および処理；クリーナー；爆薬
：エマルジョン爆薬；塗料およびコーティング用途；流出制御；印刷インキ；蝋付けおよ
びハンダ付け製品などが挙げられるが、それらに限定されない。「有効量」とは、指示し
た目的に有効であるに足る量の成分が組成物中に存在することを意味する。有効量は、約
０．００１～約９５重量％の範囲であることができる。
【０１３９】
　上に示したように、本発明の実施形態に従う二相ゲル組成物は、広範な工業、化粧品、
健康と美容、およびホームケア用途を有する。そうしたものに用いられる時、本二相ゲル
組成物は、以下の特性または利点のうち一つ以上を示すことができる：透明性；有効成分
との相溶性；離液の減少または排除；有機または無機物質などの成分を安定的に懸濁させ
るビヒクルとして働く能力；潤いを与えること；皮膚刺激の低減；洗い流しに対する耐性
の向上；日焼け止め製品に配合された時に改善されたＳＰＦを提供すること；吸収および
刺激の低減；レオロジー；レオロジーの制御；溶解力；湿潤；美白作用の排除または最小
化；防湿層として働く能力；化粧用ベースとして働く能力；揮発または有効成分の制御放
出；自己乳化；および少ない乳化剤での生成。他の特性および利点は、当業者には明らか
である。
【０１４０】
　限られた数の実施形態に関して本発明を説明したが、それらからの改良および変形が存
在する。例えば、適するエステル、エーテル、アルコール、および天然脂肪および油は、
いくらか掘り下げて説明したが、ゲル化成分を生成するために他の成分を用いることもで
きる。追加の適するエステルには、アルコキシル化脂肪酸、グリセリルエーテル、および
ソルビタン誘導体を挙げることができる。追加の適するアルコールには、アルカノールア
ミド、アルカノールアミン、脂肪アルコール、ポリオール、フェノールおよびステロール
を挙げることができる。追加の適するエーテルには、複素環式エーテル、例えば、トコフ
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ェノール、アルコキシル化アルコール、アルコキシル化アミド、アルコキシル化アミン、
アルコキシル化カルボン酸、高分子量エーテル、およびグリセリルエーテルを挙げること
ができる。同様に、天然脂肪および油には、蒸留によって通常得られる植物の揮発性有機
成分である、いわゆる「精油」を挙げることができる。上記の成分に加えて、アルデヒド
およびケトンも本発明の実施形態に従うゲル組成物にすることができる。加えて、ゲル化
エステル、ゲル化エーテル、ゲル化アルコール、ゲル化天然脂肪および油組成物、または
それらの組合せと疎水性、非極性溶媒との配合によって製造される二相ゲル組成物を説明
しているが、他の成分を用いることもできる。例えば、ゲル化アルデヒドおよびゲル化ケ
トンも二相ゲル組成物を生成するために用いることができる。添付の特許請求の範囲は、
本発明の範囲に入るような改良および変形すべてを包含するものと考える。
【図面の簡単な説明】
【０１４１】
【図１】本発明の一つの実施形態による二相ゲル組成物についての粘度対濃度の関係を示
すグラフである。
【図２】本発明の別の実施形態による二相ゲル組成物についての粘度対濃度の関係を示す
グラフである。
【図３】本発明の別の実施形態による二相ゲル組成物についての粘度対濃度の関係を示す
グラフである。

【図１】 【図２】



(45) JP 2009-74061 A 2009.4.9

【図３】



(46) JP 2009-74061 A 2009.4.9

10

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   Ａ６１Ｋ   8/90     (2006.01)           Ａ６１Ｋ   8/90    　　　　          　　　　　
   Ａ６１Ｋ   8/37     (2006.01)           Ａ６１Ｋ   8/37    　　　　          　　　　　
   Ａ６１Ｋ   8/19     (2006.01)           Ａ６１Ｋ   8/19    　　　　          　　　　　
   Ａ６１Ｋ   8/34     (2006.01)           Ａ６１Ｋ   8/34    　　　　          　　　　　
   Ａ６１Ｑ  17/04     (2006.01)           Ａ６１Ｑ  17/04    　　　　          　　　　　
   Ａ６１Ｑ  15/00     (2006.01)           Ａ６１Ｑ  15/00    　　　　          　　　　　
   Ａ６１Ｑ  19/00     (2006.01)           Ａ６１Ｑ  19/00    　　　　          　　　　　
   Ｃ０９Ｋ   3/00     (2006.01)           Ｃ０９Ｋ   3/00    １０３Ｌ          　　　　　

Ｆターム(参考) 4J002 AE00X AE05W BN00W BP01W BP03W EA017 EH036 EH086 EH146 FD206
　　　　 　　        FD207 GB00 



(47) JP 2009-74061 A 2009.4.9

【外国語明細書】
2009074061000001.pdf


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow
	foreign-language-body

